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Ｉ漁況海況予報事業

◎野沢理哉．萩原祥信．林清志

【目的】

沿岸定線観測とスルメイカ漁場一斉調査を行い，日本海および富山湾の海況と漁況の関連を研

究するとともに，漁況・海況情報を正確かつ迅速に公表することにより，漁業経営の安定に資す

る。また日本海における漁況・海況情報事業に対して情報を提供する。

【実施結果】

水産庁の定める「漁況海況予報事業実施指針」および「平成元年度日本海における漁海況情報

事業実施要領」（漁業情報サービスセンター）によって実施した。

【実施結果】

(1)沿岸定線観測

以下のとおり実施した。

調査年月日調査員 観測項目使用船舶備考

元．４．４～４．

５．８～５．

５．３１～６．

７．３～７．

８．１～８．

８．３１～９．

１０．４～１０．

１１．６～１１．

１２．６～１．２．

２．１．８～１．

２．１～２．

２．２８～３．

５萩原祥信水温，塩分，プランクトン立山丸

９ 〃〃〃

１〃水温，塩分〃

４〃〃〃

２〃〃〃

１〃〃〃

５〃水温，塩分，プランクトン〃

７ 〃〃〃

７〃水温，塩分〃

９〃〃〃

２〃〃〃

１〃〃〃

(2)スルメイカ漁場一斉調査

以下のとおり実施した。

調査年月日調査員 観測項目

二－７線（卵稚仔）

〃（〃）

〃（沿岸観測）

〃（〃）

〃（”）

〃（〃）

〃（卵稚仔）

〃（〃）

〃（沿岸観測）

〃（〃）

〃（〃）

〃（卵稚仔）

使用船舶備考

元．６．５～１４野沢理哉水温，塩分，釣獲試験立山丸す－３線

9.4～１３〃水温，塩分，釣獲試験，プランクトン〃す－２線

１



【調査結果のとりまとめ】

調査結果資料は日本海区水産研究所へ送付し，日本海区水産研究所が結果をとりまとめた。概

要は次のとおりである。 6月期には，すー 3線の5点で釣獲調査を実施し， 合計932尾の漁獲

があり 9月期には，すー 2線の5点て喧旬獲調査を実施し，合計3.276尾の漁獲があった。なお.

沿岸定線観測結果の内.水温値は別表のとおりである。

【調査結果登載印刷物等】

平成元年度日本海スルメイカ長期漁況海庇予報に関する資料ーし 1989年6月，日本海区水

産研究所。

平成元年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料-n.1989年9月，日本海区水

産研究所。

【別 表】

平成元年度富山湾内 17定点主要層別平均水温及び平年差

4 5 6 7 8 9 10 1 1 12 1 2 3 

元年 10Bl 15.12 17.29 20.03 26.49 24B3 22.48 20.41 16.59 13.28 11.54 10.20 
表
平年 9.95 13.30 17.98 21.99 26.99 26.06 22.63 19.23 15.75 12.57 10.38 9.49 
面
差 +0.86 +1.82 -0.69 -1.96 ・0.50 -1.23 -0.15 +1.18 +0.84 +0.71 +1.16 +0.71 

元年 10.41 11.65 14.03 16.38 19.44 20.20 21.46 20.37 17.29 14.22 12.27 11.12 
50 
平年 9.67 10.79 13.85 17.14 20.44 22.38 21.18 19.62 16.57 13.49 10.90 9.95 

机

差 +0.74 +0.86 +0.18 -0.76 -1.00 -2.18 +0.28 +0.75 +0.72 +0.73 +1.37 +1.17 
一
元年 10.05 10.46 11.57 13.01 15.72 16.61 15.75 16.74 17.35 14.31 11.83 10.23 

100 
平年 9.53 10.01 11.12 13.28 14.83 15.50 14.92 16.53 15.93 13.34 10.81 9.87 
m 
差 +0.52 +0.45 +0.45 -0.27 +0.89 +1.11 +0.83 +0.21 +1.42 +0.97 +1.02 +0.36 

元年 7.40 6.76 7.却 4.87 6.41 6.88 4.94 4.46 8.08 5.92 5.03 4.65 
200 
平年 6B8 7.42 7.49 7.55 6.13 5.38 4.70 4.97 6.06 6.74 7.07 6.74 
m 
差 +0.52 -0.66 -0.29 -2.68 +0.28 +1.50 +0.24 -0.51 +2.02 -0.82 -2.04 -2.09 

- 2 ー



１１沿岸漁況観測事業

◎萩原祥信．林清志・野沢理哉

【目的】

１．県内各地の漁痩量を調査し，また沿岸定線観測を実施し，「漁況旬報」及び「富山湾漁海況

概報」として公表し，関係各機関及び関係漁業者に漁海況情報を提供する。

２．パソコンを用い，漁海況情報の整理・累積を行い，あわせて解析手法の研究を行う。

【方法】

１．漁況収集及び情報提供

県内の主要な９漁業根拠地（氷見・新湊・四方・岩瀬・水橋・滑川・魚津・経田・黒部）に

調査員（別表）を配置し，各地の漁業種類別漁痩量を毎日電話で聞き取ってまとめ，旬１回の

「漁況旬報」，月１回の「富山湾漁海況概報」として関係各機関に配布した。

２．電算機利用

パソコンを用い，漁海況情報の処理・累積・解析手法の開発を行った。

【実施結果】

１．漁況収集および情報提供

前記の主要漁業根拠地から毎日電話で漁業種類別・魚種別の漁痩量を聞き取った。県下各漁

協を通じて収集した平成元年の総漁獲量は１５，７９２．３トンであり，漁業種類別では，定置網漁

業が１０，９１５．１トン，漁船漁業が4,178.0トン，八そう張り網漁業が６９９．２トンであった。

毎旬の集計結果を「漁況旬報」として発行するとともに，毎月「富山湾漁海況概報」を発行

し，関係各機関に配布した。発行状況および配布先は下記のとおりである。

発行状況漁況旬報………平成元年４月上旬から平成２年３月下旬までの３６回

富山湾漁海況概報……平成元年４月から平成２年３月までの１２回

配布先

配布先

地方自治体等

漁業団体等

研究機関等

報道関係等

合計

３

旬報概報

８ １３

５２ ５３

２６ １５

１５ １５

１０１ ９６



2．沿岸定線観測

平成元年５月３１日～６月１日，７月３日～４日，８月１日～２日，８月３１日～９月１日，

１２月６日～７日，平成２年１月８日～９日，２月１日～２日の７回延べ１４日間沿岸定線

（二－７線）の海洋観測を実施した。観測結果の概要は漁況海況予報事業の項の別表に掲賊し

た°

3．電算機利用

パソコンを用い，漁海況情報処理・資源解析等を行った。

[調査結果登載印刷物等】

漁況旬報………平成元年４月上旬～平成２年３月下旬(合計36報），富山県水産試験場

富山湾漁海況概報……平成元年４月～平成２年３月（合計１２報），富山県水産試験場

[別表】

漁況報告依頼機関及び調査員

機 関

氷見漁業協同組合

新湊漁業協同組合

四方漁業協同組合

岩瀬漁業協同組合

水橋漁業協同組合

滑川漁業協同組合

魚津漁業協同組合

経田漁業協同組合

黒部漁業協同組合

調査員

金森秀美・小島忠

尾山栄吉

松浦宗之

種幹雄

寺松光雄

長井薫子

島崎博

後藤義昭

田中満



操業回数使用反数漁獲尾数

1．サクラマス漁場調査

Ｃｌ土井捷三郎.若林洋
［目的】

富山湾に来遊するサクラマスの分布移動状況及び資源動向を明らかにするとともに，関係機関

が共同で実施する資源調査（日本海ます漁場一斉調査）と連携して県内関係漁船への漁況情報を

提供する。

【方法】

調査船立山丸（１５６トン）で，流し網の操業を行い，サクラマスの漁獲状況を日本海区水産研

究所へ通報した。また，サクラマスの回遊移動状況を把握するために，漁獲物の一部に標識を装

着して放流した。調査にあたっては，水産庁の定める「日本海ます調査要綱」に基づき，海洋観

測等を併せて行った。

【結果の概要】

今年度及び過去の操業の結果を表－１に示した。今年度は平成２年３月１４日から４月６日ま

での間，富山湾及び氷見から岩瀬のごく沿岸部の２海域で延１２回操業し，サクラマス134尾及

びカラフトマス１尾を漁狸した。操業１回１反当たりサクラマスの漁獲尾数は０．３尾で昨年の３

倍であった。特に３月１５日の操業では１反当り１．９５尾と好漁であった。

内２４尾については背霞基部にチューブ型アンカータグを装着し，操業場所で放流した。

表－１サクラマス漁場調査の結果一覧表

１
６
２
２

１
１
１

0．１４

０．２３

０．１０

０．３４

反当たり
尾数

Ⅲ沖合漁場開発調査

５０

５０

３０

３０－６０

４
４
９
６

２
１
２

シ
ン
ン
レ

ー
一
一
－

６
９
２
４

１
０
２
１

シ
ン
ン
ン

●
●
●
●

２
３
元
２

６
６

漁痩の状況は操業の都度，日本海区水産研究所へ報告した。

操業の結果は日本海区水産研究所から関係者に情報として提供された。また，日本海区水産研

究所が日本海全体について最終とりまとめを行い総括報告する予定である。

７
０
９
３

８
７
３
４１

【調査結果登載予定印刷物】

平成２年日本海ます調査記録平成２年９月日本海区水産研究所

一５－



2．日本海スルメイカ漁場調査

野沢理哉

【目的】

富山県の沖合漁業の主体である沖合スルメイカ釣漁業に対して，適確な漁海況情報を提供し，

漁業経営の安定と向上に寄与する。

【方法】

日本海スルメイカの漁期前（４月），初漁期（５月），盛漁期（７，８月）及び漁況海況予報調

査事業によるスルメイカー斉調査（６，９月）で釣獲試験及び水温，塩分観測を実施し，得られた

調査結果の情報を富山県のスルメイカ船団及び関係機関に提供した。

【調査結果の概要】

１．調査実施概要

調査の実施概要は表－１のとおりであった。

表－１スルメイカ調査実施概要

調査年月日調査項目使用船舶調査点釣護尾数備 考

元.4.13～２２水温，塩分，釣狸試験立山丸２６点７９９尾

５．１７～２４〃〃〃２４２，０８３

６．５～１４〃〃〃２４２，１０２一斉調査と同時実施

７．６～1３〃〃２４3,356共同運航による一斉調査

８．１８～２５〃〃３０９８６

９．４～1３〃〃３１5,734一斉調査と同時実施

1）漁期前調査結果

ア調査期間

平成元年４月１３日～２２日

イ調査海域

北紳３７度以南の能登半島から東経１３１度３０分までの海域

ウ調査点

釣痩試験操業６点

海洋観測２４点

６



エ

2）

ア

エ調査結果

ア）海況

表面水温水平分布図を図－１に示した。調査海域内は１１．８℃から１５．８℃の範囲に

あり，１３℃以上の水域がほとんどであった。隠岐諸島周辺で１５℃台の水温が承られたが，

浜田沖及び経ケ岬沖では１３℃台であった。これらの水温は，昨年同期に比較して１～

２℃高く，例年より水温の上昇は早い傾向が承られた。

イ）漁況

試験操業の結果を表－１及び図－２に示した｡釣機1台1時間当りの漁獲尾数(CPUＥ）

は０～１０．１５尾であった。比較的ＣＰＵＥの高かった浜田沖以外はまとまった群の存在

を示す値とはいえず，東経１３２度３０分以東のスルメイカの分布は昨年同様薄いと思わ

れた。

魚体は，外套背長の範囲が１１～２２cmであった。浜田沖ではモードが１８．５cwzと比較

的大型スルメイカが漁獲され，隠岐諸島北方の海域では１４５～16.0CWzの比較的小型の

スルメイカが漁獲された。これらは昨年及び一昨年と同様で近年ではやや小型であった。

ウ）業者船の状況

調査中にイカ釣り漁船の出現を視認したのは，隠岐諸島周辺の承であった。石川県内

浦港船籍の１９トン型と思われるイカ釣り漁船４隻が４月１８日夕方に西郷港を出港し

ていった。

エ）スルメイカの来遊状況

今回漁獲されたスルメイカは昨年及び一昨年同様，大型の群は夏生まれ群，小型の群

は秋ないし冬生まれ群であると考えられる。夏生まれ群の中には成熟しかけているもの

もあり，今後接岸傾向を示し，大きな回遊はしないと考えられる。一方，秋生まれ群は

これから夏にかけて北上回遊を行い，漁獲対象の主群になると考えられる。水温が比較

的高かったので，秋ないし冬生まれ群の北上が遅れているとは考えにくいが，今回の調

査ではまとまった北上群は発見されず，分布を明らかにすることはできなかった。

)初漁期調査結果

ア調査期間

平成元年５月１７日～２４日

イ調査海域

能登半島から隠岐諸島の範囲で北緯３７度５０分以南，北緯３６度００分以北の海域

ウ調査点

釣獲試験操業６点

海洋観測２４点

７
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表－１釣獲調査結果
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ェ調査結果

ア〉海況

表面水温の水平分布を図ー3に示した。表面水温は14.0-1 6.9
0

Cの範囲で，能登半島

~若狭湾にかけての沿岸域及び隠岐堆から北西の海域に14
0

C台の値がみられ，隠岐堆東

方及びU絵よりの海域に 15"c台の値がみられた。昨年同期と比べt 1400台と15"c台の

海域がほぼ逆転していた。調査海践における表面水温の上昇はほぼ昨年並と考えられた。

イ〉漁況

試験錬業の結果を表-2及び図-4に示した。 CPUEは 0.29-12.45尾で昨年同

期を上回ったが，一昨年を下回った。東経134度30分北緯36度30分付近で比較的

多く漁獲された。外套背長の範囲はt 12-24侃で，モードは17.5-1 9.0 cmにみら

れ例年に比べてやや大きかった。漁穫の多かった海域での魚体サイズはそード周辺にま

とまっていたが，漁獲が少なかった海域での魚体サイズはばらついていた。全般的に晴

天時は月夜のためか不漁であった。

ウ〉来遊状況

比較的漁獲のあった東経 134度30分北緯・36度50分〈隠岐堆〉の海域では，魚倖ザ

イズ等から秩生まれ群であると考えられるが，次いで漁獲のあった東経134度増強37度

20分の海域では比較的大きく成熟した魚体がみられ，秋生まれ群に夏生まれ群が混存し

ていると考えられた。漁獲の少なかった海域では魚体のバラツキが大きく群を形成して

いないと思われる。

一昨年同期とほぼ同様の海域て秋生まれ群が漁獲されたものの，来遊状況は→学年ほ

ど多くないものと推定される。

エ〉業者船の状況

猿山沖から東経136度北違38度付近に多数出漁しており，また，嫡倉島周辺には治

埠漁船が出漁していた。

3) 8月期調査結果

ア調査期間

平成元年8月18日-25日

イ 調査海域

東経135度∞分-138駒 0分t ~t緯38度∞分-41度30分の範町立日本の200カイリ倒の海繊

ウ調査点

釣獲試験操業 6点

海洋観測 30点

z 調査結果

ア〉海況

調査海域内の水温は.表層で22-26
00台t50m層で2-18"0台の範囲であった〈図ー5)。

7月上旬の同海域の水温分布(1989年7月上旬，日水研発行による日本海漁場蕗況速報〉

と比べて，表層では約8
0

C昇温しており t50 m層でtま北総40度以北ではほとんど変化

はなかったものの北緯40度以南の東経137度以東で 1-3"C昇温していた。
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終了置

表－２釣獲調査結果

Ｓｔ・Ｎｏ．

月日

３

１８

36.20.0Ｎ

135.30.0Ｅ

６

１８～１９

３７．１７．３Ｎ

135.01.1Ｅ

３７．１９．８Ｎ

135.01.5Ｅ

１９：３０

０４：００

８．５

３０

１２

０．２９

１２～２３

１９

１４．２

１３．０５

１２．８３

１０．９２

８．６３

６．８８

５．０２

２．６６

１．２８

０．６６

８

１９

３６．１９０Ｎ

135.00.0Ｅ

９

１９

３６．２０．１Ｎ

134.30.0Ｅ

５

１８

37.50.0Ｎ

135.30.0Ｅ

７

１９

36.49.9Ｎ

134.59.8Ｅ

７
諏
麺
卵
”
０
０
６
０
０
０
２
５
７
３
７
９
８
１
２
５
４

１
９
９
６
９
０
０
８
１
０
２
７
８
５
５
６
２
６
２
０
１
８

３
－
１
４
４
４
３
２
１
Ｌ
Ｏ
弧
０

１
シ
麺
蕊
銅
蕊
墾
必
１
超
１
１
１
１
１
１
１
１

１

１

２

１８

36.49.8Ｎ

135.59.9Ｅ

４

１８

36.50.0Ｎ

135.30.0Ｅ
位 開始

水

温

開始

終了

操業時間数

時
間

尾数

機数

尾／1台・１時間

Ｍ､Ｌ範囲(b耐）

Ｍ､Ｌモード（cmz）

】
画

７
６
１
０
０
０
６
９
３

１
８
２
１
７
４
０
５
６
６

●
■
●
■
●
申
●
●
●
●

５
３
３
３
０
９
８
３
１
０

１
１
１
１
１

１５．９

１５．６２

１５．１９

１４．５６

１３．４７

１１．５４

９．５０

６．５０

６．７２

０６６

０
０
７
４
１
４
８
０
８

８
５
９
４
２
１
７
８
４
５

４
４
３
２
０
９
６
２
１
０

１
１
１
１
１

５
８
８
４
６
２
６
８
１

３
心
８
７
９
４
４
５
４
〃

６
５
４
３
２
２
１
８
３
０

１
１
１
１
１
１
１

１５．８

１４．６１

１４．４７

１４．２９

１２．４９

１１．１９

９．８８

５．４１

１．９５

０．４９

１４．９

１４．５９

１３．４３

１１２．８４

１１．２２

９．６５

９．２６

７．４１

３．０５

０．７９

０
４
８
２
４
８
６
９
０

６
６
１
６
９
８
７
５
８
６

ゆ
●
缶
●
■
●
申
●
●
．
●

４
３
２
１
９
８
７
４
１
０

１
１
１
１

０ｃｍＺ

１０

２０

３０

５０

７５

１００

１５０

２００

３００



終了置

Ｓｔ・Ｎｏ．

月日

１７

２２

37.20.0Ｎ

１３３ｏ３００Ｅ

１８

２２

37.50.0Ｎ

133.30.0Ｅ

１３

２１

36.50.0Ｎ

133.59.9Ｅ

１５

２１

36.20.0Ｎ

132.30.0Ｅ

１６

２１～２２

36.49.9Ｎ

133.29.9Ｅ

36.49.6Ｎ

133.28.2Ｅ

ｍ
郵
姻
》
抽
唖
抑
州
９
９
５
５
１
５
０
９
１
８
８
４
９
６
０

８
Ｌ
４
２
７
０
８
０
０
２
２
３
９
０
６

２
１
２
－
１
４
３
３
２
９
弧
６
３
２
０

Ｐ
１

１
４
１
１
１
１

１
３
３
３
３
１
０

１

１

１

１４

２１

３６．２０．０Ｎ

１３２．５９９回

１１

１２

３７．１９．９Ｎ

134.29.9Ｅ

１２

２０～２１

37.16.5Ｎ

133.528Ｅ

37.16.5Ｎ

133.51.1Ｅ

１９：１０

０４：００

８８３

５０９

１１．６

４．９７

１６～２４

１８．５

１４．１

１４．１８

１３．９１

１３４９

１１．０９

９．８６

９．５８

９．３２

８．７４

４．９２

開 始位

１５．３

１４．７７

１３．５５

１３．１５

１１．２６

９．５３

９．２２

７．３７

３．９２

１．０６

０
０
６
１
２
７
７
２
２

０
６
０
４
５
２
６
９
７
８

５
４
４
ａ
Ｌ
０
９
８
秘
Ｌ

１
１
１
１
１
１

開始

終了

操業時間数

時
間

尾数

機数

尾／1台･１時間

Ｍ､Ｌ範囲(Ｃｍ０

ＭＬモード(c噸０

一

心

０，

１０

２０

３０

５０

７５

１００

１５０

２００

３００

水

９
４
０
１
０
７
２
０
７

９
３
Ｊ
５
０
０
５
３
７
４

４
４
４
３
１
０
９
９
８
４

１
１
１
１
１
１

６
３
２
４
１
４
７
９
５

８
３
８
１
６
８
５
３
Ｊ
７

４
４
３
３
０
９
９
９
９
６

１
１
１
１
１

９
０
８
５
０
８
３
９
６

９
６
６
９
８
０
３
３
０
２

４
４
４
３
２
１
９
７
５
Ｌ

１
１
１
１
１
１

１６．９

１６．４０

１６．２３

１６．０８

１５．５９

１４．７５

１３．４８

１０．１３

温



圃

開始

終了

操業時間数

２３

２３

36.000Ｎ

１３５．３０．０Ｅ

２４

２３
－

３６ｏ３００Ｎ

１３５ｏ３００Ｅ

Ｓｔ・Ｎｏ．

月日

２１

２３

３７．５００Ｎ

135.00.0Ｅ

２２

２３

37.50.1Ｎ

135.29.8Ｅ

１９

２２

３ア49.9Ｎ

134.00.0Ｅ

２０

２２～２３

37.47.6Ｎ

134.28.9Ｅ

37.44.2Ｎ

134.03.2Ｅ

１９：００

０１：１５

６．２５

４３

７．８

０．８８

１２～２３

１７．５

１５．５

１５．２７

１４．９３

１４．２０

１３３４

１０．６９

９９８

８．９５

６．７９

１．６８

開 始位

終了

４
６
８
４
６
８
９
５
０

”
顕
邸
廻
弘
型
蝿
皿
師
”

１
１
１
１
１
１
１
１

０
３
１
４
４
７
２
９
４

顕
哩
型
駈
皿
顕
晒
型
画
”

１
１
１
１
１

時
間

尾数

機数

尾／1台・１時間

Ｍ､Ｌ範囲(c”

Ｍ､Ｌモード０cm，

］
、

１５．５

１５．１９

１４６４

１３．５５

１２３６

１１．８４

１１．５３

１０．１３

５．９９

水

５
２
６
６
３
４
９
０
２

６
５
３
８
２
６
０
３
０
０

５
４
４
３
１
９
８
５
３
１

１
１
１
１
１

５
６
７
４
５
４
８
１
３

３
０
８
０
３
６
５
３
３
８

４
４
３
３
０
９
９
９
９
７

１
１
１
１
１

０ｍ

１０

２０

３０

５０

７５

１００

１５０

２００

３００

温



１３６。

3Ｒ・

１３８。1３４．

３８・

■･ﾛロﾛ，ロロロュ９．，．P．、凸叩■■■Ｇ･ロロロロロｂ■由ｑ･ロ．ｑｂｑ．Ｑ，ＢｂｑＱｑ．’■

１３４。 1３６．１３２。 1３８．

図－３表面水温水平分宅布図（平成元年５月１７日～２４日）

Ⅱ●■■■‐■｡●■■呼●□●ﾛ●ﾛ●■■■。■■■曲■●ﾛ■ﾛ●５●ロe■●■■■■ﾛ■■aBd

図－４航跡及び釣獲調査点における釣機１台１時間当り漁獲尾数

－１６－

■
画
●

』

１３２。

１ ３２．１３４．１３６‐１３８．

3Ｒ・

◆

３

3４

）ｒツ
い■

。 ：

15-j2へ

Ⅶ

／
／
ざ

／

グーーヘ､、=一一一少

画

鰯

－

●

３６．

３４９

職溺霧

〉伊

１２２

／

一一一~､、や~



イ）漁況

試験操業の結果を表－３及び図－６に示した。今回の調査における釣り機１台１時間

間当りの漁獲尾数ＣＰＵＥは０～４．６０尾で，７月上旬に同海域で行った調査による漁況

結果（１９８９年７月，日水研発行によるスルメイカ漁場一斉調査速報）と比べると，各

点とも低い分布密度であった。また，調査海域における魚体の外套背長は１８～３２”の

範囲で，モードは２３．５～２６cmzであった。

ウ）業者船の状況・

調査期間においてイカ釣り船が多数目視された海域は，東経１３６度～１３７

度４５分，北緯３９度３０分～４０度３０分付近であり，特に韓国船が多かった。

エ）スルメイカの来遊状況

．今回の漁獲主群は，秋生まれ群と推定されるが，昨年同期の調査に比べ外套背長のモ

ードが大きく，成熟している個体が多く象られた。また，調査期間が月夜回りであった

こともあり，今回の調査ではまとまった群を発見することができず，前月の分布状況

（１９８９年７月，日水研発行によるスルメイカ漁場一斉調査速報）に比べ分布密度であ

った。

2．情報の提供

調査実施中には逐次調査結果を，富山県のスルメイカ船団である新湊船団及び新川船団に，

無線により通報した。また帰港後，調査結果概要速報を各関係機関に送付した。

【調査結果のとりまとめ】

平成元年度日本海スルメイカ漁期前調査結果速報，

平成元年度日本海スルメイカ初漁期調査結果速報，

平成元年度日本海スルメイカ８月期調査結果速報，

１９８９年４月

１９８９年５月

１９８９年８月

富山県水産試験場。

富山県水産試験場。

富山県水産試験場。

【調査結果登載印刷物等】

平成元年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料－１，１９８９年６月日本海区水

産研究所。

平成元年度日本海スルメイカ長期漁況海況予報に関する資料一Ⅱ，１９８９年９月日本海区水

産研究所。

－１７－
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図－５表面及び５０ｍ層水温水平分布図（平成元年８月１８日～２５日）
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W 富山湾固有種生態調査

1. 浮魚類生態調査研究

野沢理哉

【目的】

富山湾におけるサヨリの生活史等を明らかにする。

【方法】

1. 魚体測定調査

1989年5月1日から 8月11日までの聞に，氷見漁協市場にこそうぴき網等により水揚げ

されたザヨ Pの体長と体重を測定した。

2. 稚魚分布調査

1989年8月3日から 10月5固までの聞に滑川漁港等において，釣等によりサヨリ稚魚を

採集L，体長と体重を測定した。

【結果の概到

1. 魚体測定調査

ニそうぴき網と定置網により水婦げされたサヨリを合計281尾測定した。

{1}体長

体長の範囲は7明から 30CIJJであり，採取日ごとの範囲等を表-1に示した。

(2)体重

体重の範囲は29から 1419であり，採取日ごとの範囲等を表ー 1に示した。

表-1 魚体測定調査結果

体長範囲 一一 モード 体重範囲 採取場所
ザノプ9:/グ日尾数 平均値 平均値

最大最小・ 1 2 3 最大最小 及び漁法

1 89-8 -11 100 10.7 7.0 8.44 8.5 5.4 1.5 2.69 氷見定置

2 89-5 -01 90 29.6 14.2 - 16.522.5 26.5 140.8 11.7 ー氷見2そうぴき

3 89-6 -01 91 29.0 14.3 -16.0 21.5 27.5 126.7 13.1 ー氷見2そうぴき

単位:体長偲，体重F

2. 稚魚分布調査

釣と地びき網により採取したサヨリを合計52尾測定した。

(1)体長

体長の範囲は9cmから 14cmであり，採取日ごとの範囲等を表ー2に示した。

-2 2ー



５．３

６．０

．１０．５

１３．０

表－２稚魚分布調査結果

〃
４
９
２

２
４
５
７

9.5

10.5

11.5

13.5

幽平均値採取場所
最大最小及び漁法

体長範囲 モート・

平均値ｻﾝプﾘﾝグ日尾数

8.6

10.1

10.9

11.8

10.3

11.4

13.4

14.4

最大最小 １２３

８９－８－０３

８９－９－０１

８９－９－２０

８９－１０－０５

石田地びき

滑川釣り

滑川釣り

滑川釣り

３．８３

５．０５

7.42

10.06

(2)体重

体重の範囲は３１から１３１であり，採取日ごとの範囲等を表－２に示した。

１ ３
４
７
８３

9.37

10.50

11.89

13.12

【方法】

平成元年度水産関係地域重要新技術開発促進事業報告書（日本海におけるホタルイカの資源利

用研究）参照。

C結果の概要】

１．日本海におけるホタルイカ漁業の実態を明らかにするため，富山湾での漁況聞き取り調査を

行ったところ，以下のとおりであった。

（１）日本海でのホタルイカの漁獲量は，１９８４年の底曳網漁場の開発から１９８７年まで年々漁

獲量は増加していたが，１９８８年は前年を下回った。１９８９年は6.485.9トンでこれまでの

最高の漁獲量となった。

（２）富山湾の漁獲量は，１９８４年以降，４年間，１，０００トン以下であったが，１９８８年は

１，３３４トンで１９８９年はそれをさらに上回り2,223.7トンであった。

－２３－

2．日本海におけるホタルイカの資源利用研究

◎林清志．土井捷三郎．野沢理哉

【目的】

日本海におけるホタルイカ資源の系群を明らかにし，資源生物学的知見を基にした資源診断を

行う。

２
３
４

単位：体長czI，体重’

【調査結果登載印刷物等】

平成元年度水産試験場研究発表会（平成２年２月）



（３）１９８９年の富山湾での旬別漁獲園[は６月上旬に小さな蜂が承られたが,全体で承ると４月

下旬が最も多かった。

（４）１９８９年の富山湾の地区別漁獲盆は魚津,滑川および四方の順で多く，平年では３番目に

多い新湊での漁護が少なかった。

2．日本海におけるホタルイカの資源構造を解明するために各海域で漁渡されたホタルイカのア

イソザイム解析および魚体測定を行い，次の知見を得た。

（１）アイソザイム解析結果から，日本沿岸で漁獲されるホタルイカはほとんど遺伝的に分化し

ていない種であると考えられ，ホタルイカの系群の有無を判定することは不可能であること

が明かとなった。

（２）外套長は，４月下旬を除き，富山県，福井県および兵庫県の順で大きく，昨年と同じ傾向

を示した。

3．ホタルイカの資源生態を明らかにするため，採集方法別のホタルイカの魚体測定，産卵実験，

卵・稚仔調査および幼体・成体採集調査を行い，次の知見を得た。

（１）採集方法別のホタルイカの魚体測定結果から，ホタルイカは夕方に浮上しながら接近し，

夜間に産卵し，明るくなるにつれて降下しながら離岸するという産卵生態が明かとなった。

（２）産卵実験からホタルイカの１回当たりの産卵数は約2.000粒であることが推定されたが，

１個体当たりの産卵数を知るための産卵回数については，さらに検討する必要がある。

（３）富山湾における１９８９年３～６月までのホタルイカ卵の出現量は４月が最も多く，宮崎か

ら糸魚川にかけての沿岸部に多かった。１９８６年以降の卵の出現量の推識選各年の漁獲量

の推移と一致し，今年の出現量の月別変化は漁獲量の月別変化と一致した。

（４）昨年採集された幼体期のホタルイカより若い時期のホタルイカの分布を調べたところ，昨

年の調査海域より富山湾を離れた海域で採集され，稚仔期にはかなり広い範囲に分布するこ

とが明かとなった。また，その鉛直分布は夜は成熟したものと同じように表層域へ移動する

が，昼の分布は必ずしも海底付近とは限らず，ある程度の層に分散して分布している可能性

が示唆された。

（５）成体期のホタルイカは，これまで指摘されているとおり，昼は海底付近にいるが夜は浮上

し表層域に分布していた。

4．これまで採集されたホタルイカの外套長等の資料から雌の成長式および雄と雌の成熟に関す

る生物学的最小形を明らかにした。

【調査結果登載印刷物等】

平成元年度水産業関係地域重要新技術開発促進事業報告書（日本海におけるホタルイカの資源

利用研究）平成２年３月富山県水産試験場

－２４－



(2)標本船操業実態調査

操業実態調査における標本船等は以下のとおりであった。

◎萩原祥信．林清志．野沢理哉

【目的】

我が国200カイリ漁業水域における漁業資源を科学的根拠に基づいて評価しか漁獲許容量等を

推計するために必要な資料を整備する。

【方法】

２００カイリ水域内漁業資源総合調査平成元年度実施要綱に基づき次の３項目について調査を実

施した。

(1)生物測定調査

(2)標本船操業実態調査

(3)漁獲成績調査

【実施結果】

(1)生物測定調査

調査魚種，測定回数，測定尾数は以下のとおりであった。

Ｖ２０ｏカイリ水域内漁業資源委託調査

１．２００カイリ水域内漁業資源委託調査

(3)漁獲成綴調査（県水産漁港課調べ）

漁獲成績調査は以下のとおり実施した罰
－２５－

魚種測定回数測定総尾数

ブリ定置漁業２ケ統平成元年９月～平成２年３月氷見漁民合同組合及び高峯定置網組合

マイワシ

カタクチイワシ

ウルメイワシ

マサバ

マアジ

ブリ類

スルメイカ

計

１，７６１尾

2，２００

４９２

１８０

３，１００

５８０

６５０

８，９６３

回

８
２
５
３
２
４
３
７

１
２
３
１
１
０１

●

期漁業種類
統数又
は隻数

考備



統
ヶ
隻
隻
隻
隻
隻
隻
隻
隻

３
３
３
３
５
６
９
４
９

１
２
１

３

知事許可

大臣承認

自由

大臣許可

知事許可

岩手海区承認

宮城海区承認

北海道連合海区承認

知事許可

調査回数統数又は隻数制度区分漁業種類

回３
１
１
０
２
１
１
１
９

１
１

年

計
３ヶ統

１１２隻

八そう張り網

ぃ力、釣

ぃヵ、釣

沖合底曳網

小型底曳網

まぐろかじき流し網

かじき等流し網

かじき等流し網

べにずわいがにかごなわ

【結果の概要】

調査結果については，調査要綱の様式に従い，日本海区水産研究所に報告した。その概要は以

下のとおりである。

アジ：経年的には'８４以降'８６年まで減少傾向にあったが，泡７年からは増加傾向と

なり，’８９年は前年の約2.4倍となった。’８９年４月から'９０年３月までの月漁痩量の経過は，

泡９年６月を除き，他の月はすべて平年（'８０～も８年の平均，以下同じ。）を上回った。漁獲

の盛期は'８９年１２月と'９０年１月～３月に見られ，平年の盛期とほぼ一致した。魚体の大きさ

は，泡９年４月に１５～２３cmでモード１９”の小アジ，６月に１８～２２醜でモード２０”の小

アジ，７月に４～７cmIでモード５”のスーパー'８月に３～９”でモード７”のスーパー’９月

に５～１１”でモード８cmIのスーパー'１０月に６～１６噸でモード１０cmUのスーパー'１１月に

９～１７函でモード１２cmZの豆アジ，１２月に１０～１７“でモード１２cmIの豆アジ，’９０年１月

に９～１８cmRでモード１１”の豆アジ，２月に１１～２０でモード１６”の小アジであった。

サ･パ：経年的には'８１年以降も８年まで減少傾向にあり，’８９年は前年よりもさらに

減少した｡，８９年４月から'９０年３月までの月漁獲量は，９８９年５月の象平年を若干上回り，他

の月はすべて平年を下回った。漁獲の盛期は989年５月と'９０年１月に若干見られた。魚体の大

きさは，’８９年８月に７～１３噸でモード１１”のギリサバ，’９０年１月に３１～３６”でモード

３２cm､の小サバであった。

カタクチイワシ：’８４年以降188年までは変動は大きいが，経年的には漸増傾向にあったが,Ｂ９

年は前年を大きく下回った。１８９年４月の承平年を上回り，他の月はすべて平年を下回った。漁

獲の盛期は'８９年８月・９月にみられ，平年の盛期とほぼ一致したが，平年みられる１月の峰は

みられなかった。魚体の大きさは，’８９年４月に３～１３”モード５”の中カタクチ，５月に５～

１２噸でモード１０”の中カタクチ，６月に６～１２”でモード１０cmの中力タクト，７月に４～

１１”でモード６cwIの中カタクチ，８月に３～１２cmzでモード６cm1の中カタクチ，９月に３～７”

－２６－
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でモード４”の小カタクチ，１０月に４～９”でモード５噸の中カタクチ，１１月に５～１０”

でモード７”の中カタクチ，１２月に６～９”でモード７”の中カタクチであった。

ウルメイワシ：経年的には?８２年以降漸減傾向にあったが，泡７年は増加し，９８８年は近年で

最も悪く，９８９年は前年より増加した。’８９年４月から'９０年３月までの漁痩量の経過は，’８９

年４月・５月の象平年を上回り，他の月は平年を下回った。漁獲の盛期は'８９年４．５月にみら

れ平年に比較して１カ月早かった．また，例年１月にみられる盛期はなかった。魚体の大きさは，

５月に１８～２３”でモード１９”の大ウルメ，８月に４～９”でモード５”の小ウルメ，９月に

４～９”でモード５cW1の小ウルメであった。

マイワシ：経年的には'８０年以降変動はあるものの，漸減傾向にある。’８９年は前年より

も大きく減少した。’８９年４月から'９０年３月までの月漁痩盆の経過はすべての月で平年を下回

った。漁獲の盛期は'８９年４月と'９０年１月にふられたが，平年のような漁獲量はみられなかっ

た。魚体の大きさは，’８９年４月に１４～２４cm､でモード１６cWIの中羽マイワシ，５月に１２～２４

“でモード１９”の大羽マイワシ，６月に１５～２５cW1でモード１６”の中羽マイワシ，７月に６

～９”でモード７”の小羽マイワシ，８月に６～９”でモー７函の小羽マイワシ，’９０年１月に

１４～２２廓でモード８cwlの小羽マイワシであった。

ブリ類：フクラギの漁獲量は，経年的には'８０年以降'８７年まで変動はあるものの横ば

い傾向にあったが，’８９年はも８年を下回り，近年では最も低いレベルであった。’８９年４月か

ら'９０年３月までの月漁獲量の経過は'９０年２月・３月は平年を上回り，他の月は平年を下回っ

た。漁獲の盛期は'８９年１０月・１１月・１２月・’９０年２月にふられた。魚体は８月に１８”モ

ードの'８９年級が現れ’８９年１０月にはモード３３cm､で平年比べ小型であった。ガンドの漁護

量は，経年的には'７９年以降泡８年までは変動はあるものの漸減傾向にあったが，１８９年は最近

５カ年で最も高いレベルで増加した。’８９年４月から'９０年３月までの月漁狸量の経過は，’８９

年４月・５月・'９０年１月・２月・３月は平年を上回ったが，他の月は平年並ゑから下回った。

漁獲の盛期は'８９年４月と'９０年１月・２月であった。中でも４月にこのように漁獲があったの

は始めてである。ブリの漁痩量は経年的にはも１年以降減少し，その後極めて低いレベルで推移

していたが，泡９年は１４．５トンで'８０．，８１年には及ばないものの近年ではjｵ鮫的高い水準と

なった。泡９年４月から'９０年３月までの月漁痩量の経過は'８９年１１月から，’９０年３月の間

に漁護されたが，堀凌的小型のものが主体であった。

【調査結果登載印刷物等】

平成元年度200カイリ水域内漁業資源調査結果資料編，１９９０年４月日本海区水産研究所。
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魚卵稚仔量調査委託事業2. 

清志・土井捷三郎・野沢理哉

【目的】

日本海に生息する多獲性浮魚類〈アジ・サパ・イワシ類・スルメイカ等〉の卵稚仔の分布につ

いて定期的に調査し，資源変動を予測するための基礎資料を得る。

。
林

【方法】

水産庁の定める「卵稚仔・魚群分布精密調査指針」に基づき実施した。

【実施結果】

サンプリングは定線観測の際に以下のとおり実施した。

魚卵稚仔量調査表-1

考備使用船舶

立山丸

観測項目
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モドキ科

キュウリェソ

他のそ

考備

自誕

【調査結果登載印刷物等】

「平成元年度卵稚仔調査結果J 1990年 日本海区水産研究所編

f日本海および九州近海におけるスルメイカ稚仔分布調査報告J(平成元年度卵稚仔基本調査

結果) 1990年 日本海区水産研究所。
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Ⅵ富山湾深海生物調査

1．遊泳エビ類の資源生物学的研究

土井捷三郎

【目的】

近年附加価値が高まったシラェビの資源生物学的憎報を収集するとともに，漁獲変動要因を解

明する。

【方法】

１．試験操業

平成元年５．７月及び９月に，栽培漁業調査船はやつきを用い，富山湾の各海谷部及び湾奥

部の常願寺海谷でＩＫＭＴネットを用いた水深層別の曳網調査を行った。

２．市場調査

新湊，岩瀬及び水橋の３市場に水揚げされるシラエピについて，月別漁痩状況を把握すると

ともに，岩瀬市場については，４月１日の漁業解禁から２日間毎の漁獲物を採集し，初漁期に

おける平均体重の変化を調べた。

【結果の概要】

試験操業

富山湾には命名されている海谷が２２カ所あるが，過去２カ年の調査で合計１５カ所につい

てシラエピの分布を調べ９カ所で分布が確認され，６カ所では確認されなかった。その他につ

いても調査を行うとともに聞き取りを行った結果，氷見沖及び黒部川沖で分布が確認され，ま

た，糸魚川沖でも漁業が行われていることが明らかになった。

水深別分布調査では，シラエピは水深１００ｍより下の層に分布し，海底付近で個体数が増加

し，また,採集されるサイズは水深を増す毎に大型化する傾向にあった。しかし，分布限界水深

は明らかに出来なかった。

市場調査

表－１に岩瀬漁協市場において操業開始１日目から漁獲されたシラエビの平均体重の推移

を示した。漁業の解禁日以降漁痩されるシラエピに大きさ（体重）に変化が見られるかどうか

を調べ，漁狸圧の増加が資源にあたえる影響を平均体重の変化から明らかにしたいと考えたが

明確なデータは得られなかった。
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操業日

平均体重『）

その日の漁痩量側

表－１岩瀬市場における操業日毎のシラエビ平均体重

4／１４／４４／６４／1０ ４／1２４／1４４／2０

解禁日 初漁日

1，４５６

１，８４０

３日目

1，３６６

２，５７８

５日目

1，５２９

３，５２３

７日目

1，２７５

２，７４７

９日目

1，４６１

２，２１０

１５日目

１，２５１

２，２４３

【調査結果登載印刷物等】

第５回「しんかい2000」研究シンポジウム報告書平成元年９月海洋科学技術センター

2．パイ類の資源生物学的研究

土井捷三郎

【目的】

富山湾に生息するパイ類の資源生物学的知見を収集し，資源維持および保護対策の基礎資料に

するとともに，栽培対象種として将来取上げられる可能性があるところから，放流技術開発に関

する基礎資料に資する。

【方法】

１．試験操業

平成元年１１，１２月及び平成２年１月の３回，漁業指導調査船立山丸を用い，富山湾沖合に

水深別の試験操業を行った。

２．市場調査

滑川市場及び魚津市場にかご漁法で漁獲され水揚げされるオオエッチュウパイ，カガバイ，

ツバイおよびエゾポラモドキの４種について，漁獲物を月に１回購入し，生殖腺重量の季節変

化を調査した。ツバイについては産卵期と年令の推定を行った。

【結果の概要】

試験操業

水深４３３ｍから１，３５８ｍまでの間の１５水深でオオエッチュウパイ，カガバイ，ツバイおよ

びエゾポラモドキの４種を合計2,468個採集した。４種の水深別個体数分布に昨年との差は見

られなかった。また，採集された４種の個体数の割合も昨年と同様であった。すなわち，オオ

エツチュウパイは５５０ｍ以深で採集され，１，０００ｍより深い水深に多く，カガバイは２５０～

６００ｍで，３５０ｍ付近に多く，ツバイは２５０ｍ以深で，8001,付近に多く，エゾポラモドキ

－３０－



は250汎以深で水深に差がない傾向が承られた。個体数はツバイが最も多く，ついでカガバイ，

オオエッチュウパイの順であった。

市場調査

平成元年４月から平成２年３月までの間に１２回，４種類について，雌雄別に蓋長径，生殖

腺重量などを測定した。

漁痩されるツバイの殻高の範囲は１９－８１皿で，生殖腺重量の発達は雄では３３”，雌では

４３麺から観察された。雄の生殖腺重量指数（生殖腺重量／蓋長径×104）は雌に較べ周年高

いが４～５月に最も高くなり，雌のそれは５～７月に高い傾向にあった。このことから産卵時

期は５～７月と推定された。殻高の頻度分布からツバイの生息年令を推定したところ，雄は６

才まで，雌は８才まで生き，漁痩の主体は雄では２才，雌では２～３才であった。５０唾（４

才）より大型個体のほとんどは雌であり，また，雄では３才群から，雌では４才群から生殖活

動に関与すると推定された。

なお，本研究は平成２年度までの３カ年間で実施予定であることから詳しい報告は最終年度

に行う予定である。

底周査結果登載印刷物等】

富山湾における数種パイ類の分布水深平成元年度日本水産学会中部支部例会要旨集平成元

年７月

富山湾産ツバイの産卵期と年令の推定平成元年度日本水産学会秋季大会講演要旨集平成元

年１０月

富山湾のパイ「とやまと自然」１２巻冬の号富山市科学文化センター平成２年１月
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Ⅶ栽培漁業開発試験

１．さけます増殖調査

若林信一

【目的】

さけ親魚の回帰状況及びふ化場の飼育用水の特性を明らかにして計画的な採卵及び健苗の生産

を行い，さらに降海時の稚魚の生息環境を明らかにし，稚魚の放流適期を推定することによって

較率的なさけ増殖事業を行うための基礎資料を得る

また，ギンケ回帰群の定着と資源増大及び大型稚魚の放流による回帰率の向上を図るための基

礎資料を得る。

【調査方法】

１．増殖事業用水調査

元年１０月から翌年３月に延べ９８回にわたり，県内７ふ化場の飼育用水の水温，ｐＨ及び

溶存酸素（Ｄ､０．)並びに給水量を測定した。

２．回帰資源調査

富山県沿岸及び県内河川に回帰したサケの時期別，地区別（河川別）の捕獲状況を調べた。

また，県内の河川に回帰した親魚４３，４１０尾のうち7,743尾について雌雄別に尾叉長と体重を

測定するとともに年令査定のための採鱗を行った。

３．放流適期調査

元年４月から５月にかけて富山湾沿岸域の９点（図－１）において７回にわたり水温及び塩

分の測定を行うとともに，うち６点（図－１）では動物プランクトンの採集を行い，湿重量，

沈澱通及び出現種別個体数を測定した。

４．大型稚魚育成技術開発

元年，’月８日に北海道千蔵より発眼卵’００万粒を入手し黒部川内水面漁協ふ化場に収容

した。前年度と同様ふ上槽（岩手式）７基を使用し，１基当たり１５万粒（１基の承１０万粒）

収容しふ化させた｡

５．さけ品質改善推進調査

早月川及び早月川さけますふ化場においてギンケ親魚の捕狸状況，蓄養状況，親魚使用率及

び採卵数について調査した。

【結果】

１．増殖事業用水調査

ふ化用には，すべてのふ化場で地下水が使用されていたが，一部のふ化場では水量不足から

河川水を混合して使用したため水温変動が大きかった。また，１５℃以上の地下水をふ化用水
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図－１放流適期調査定点

に使用したり，，.Ｏ・不足の地下を使用しているふ化場がゑられた。稚魚飼育用水について

も河川水主体のふ化場では極端な水温の低下やゴミ・砂泥の流入が見られ，このようなふ化場

では摂餌不良やえら病の発生が見られた。ｐＨについては特に問題はなかった。水量について

は取水予定盆を確保できないふ化場が見られた。また，すべてのふ化場において注水量の管理

が十分になされていなかった。

2．回帰資源調査

元年度のサケ捕獲尾数は63.618尾で前年の８９．１％に止まった。特に沿岸における補痩尾数

は２０，２０８尾（対前年比６７．１箔）と前年を大きく下回った。河川における補獲尾数は43,410

尾（対前年比１０４６９６）と若干増加したものの，庄川における大幅な増加によるものであり，

県内主要河川の捕獲尾数は庄川を除けば前年並ぶか前年を下回った。捕痩時期別の尾数を見る

と，沿岸では１０月中旬までは前年と同様の尾数で推移したが,１１月上旬の捕痩尾数は前年を

大きく下回った。また，河川においては１０月下旬から１１月下旬にかけて捕痩尾数が多かっ

た。河川別に承ると黒部川，早月川及び庄川は前年を上回ったが，神通川，小矢部川は前年を

大きく下回り，不調であった。

3．放流適期調査

水深別の平均水温及び塩分は表－１のとおりであった。表面の水温が１５℃を越えた時期は，

例年並みの５月中旬であったが，河川水の影響をほとんど受けない５ｍ以深の層の水温が１５

℃を越えたのは５月下旬であった。表面の塩分は，特に沿岸寄りの定点では河川水の影響を受
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４月
６日

けるため，５ｍ以深の各層に比べて塩分が低く，また，調査日による変動も大きかった。５ｍ

以深の各層では河川水の影響はほとんど認められなかった。動物プランクトンの沈澱量及び湿

重量のピークは４月中旬及び５月中旬に認められ，このときの個体数の優占鰯まｊｃａ梅α・郡oγ錘

であった。

表－１水深別平均水温及び塩分

４月
14日

水温（。 塩 分癖
伽 ４月

20日

5．サケ品質改善推進調査

早月川の親魚総捕獲尾数は4,305尾（雌1,960尾，雄２．３４５尾）で，このうちギンケ親魚

は1,473尾（雌８５６尾，雄６１７尾）であった（表－３）。ヤナでー括採捕された親魚は，

－３４－

５月
１１日

５月
18日

月
日
５
浬
４月
６日

４月
14日

４月
20日

５月
11日

５月
１８日

５月
24日

４月
27日

４月
27日

調査年度移殖月日移殖卵数(万粒）生産尾数(万1尋＊うち標識尾数(万尾）平均体璽')放流月日

、１．００４．８

１．２７３．２４
＊＊、判＊

125～1812.27～3.19

＊６２及び63年度は,放流時に稚魚を計量して算出し，元年度は飼育尾数から総へい死尾数を差し
引いて算出した。

稗飼育池別の平均体重の範囲を示した。．

**＊標識魚の放流は３月１９日に行った。

１０．

２１．７

２０．６

11.4＊１２３１３．１１３．５１５．３１４．８１７．３２９８３１.6７３２．０４２８．３３-32.0728.41
０１０．９１１．６１２．２１３．３１５．０１４．３１５．８２０．９28.5026.4025.30２１．７０２３．１０

1117＊１２１９１５１１１３Ｉ７１５１５１５１ｂ２０ｈ３３１ｂ５３３Ｉ６７３３〈79321303319433{7９
１０．５１１．６１１．９１３．０－１４．２１５．６３３．４９３３５７３３．６１３２５９-33.8433.17
５１０．３１１．３１１．６１２．８１３．８１５．１326233.2933.4032.4533.66.32.57

１０１８１２１０１２１４１３(３１４I5161b331b633ﾙ９３３１８２３２注３３１９２３３１９７
１０．５１１．４１１．８１２６－１４．０１５．２33.6933.69336933.04－３３８８３３．３７

１０１０．４１１．２１１．４１２．６ １３．７１４．８33.2932.6933.5732.9133.7132.92

１０１６１１１６１２(３１４１３１５I633I86331b3331b6331i6３３ｊｂ６３*１
１０．４１１．０１１．６１１．９－１３．９１４．７33.7933.7933.7533.ＩＢ-33.8733.56

２０１０．２１０．６１１．３１１．４１３．６１４．１33.70336633.6233.4633.7233.22

１０１６１i<３１１<９１２１４１４ｈ１５１４３３Ｉｂｏ３３１ｂ５３３１３８３３%2-331b８３３ｂｌ

＊上段は９定点の水温と塩分の平均値で，下段はその範囲を示した。但し，４月２７日には１０

祁層は２定点，その他の層は３定点についての承測定した。

４．大型稚魚育成技術開発

ふ化用には前年度と異なる用水を使用し，，．Ｏ・の増大と水温の安定化を図り，注水量を

減少させてふ化仔魚の安静化に努めたところ，前年度に比べてふ上槽におけるへい死が減少した。

１．２５～1.811の大きさになった稚魚94.5万尾は２月２７日～３月１９日に黒部川に放流した｡放

流稚魚のうち20.6万尾については脂ヒレを切断して標識を施し，３月１９日に放流した(表－２)。

表－２大型稚魚生産結果

７２．４

６５．８

９４．５

１２．４

１２．１

１１．８

Ｓ６２

６３

Ｈ元

１０９．１

１００

１００



トラックに積戚したキャンバス水槽（0.9ｍ×1.4ｍ×1.0ｍ）でふ化場まで輸送し，早月川河

川水を使用した専用蓄養池に収容した。著養池に収容したギンケ雌親魚は662尾で，このうち

６９尾が著養中に死亡した。５９３尾を採卵に用いたが,生産に適する卵が採卵できたのは580

表－３早月川そ上親魚に占めるギンケ親魚の割合

－３５－

３４３

２７６
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3，６９７
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月
旬

１０ １１ １２
計
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９４

２１１

上 中下上中下上中

聖
上

総捕獲尾数(A）
雌伽
雄

３
０
３

５
３
２

４６８

２２１

２４７

1，４１５
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３１９

３７４

２２０

１５４

１４８

８７

６１

２
７
５

１ 4，３０５

１，９６０

２，３４５

ギンケ尾数旧）
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０
５
５

４
２
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3９５
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表－４早月川さけ。ますふ化場における親魚の著養及び採卵結果
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尾であった（表－４）。親魚使用率は８９．６冊でブナケ親魚の97.796を下回った（表－４）。

また，総採卵数はギンケ親魚由来1,559千粒,ブナケ親魚由来2,138千粒であり（表－４），

１尾当たりの採卵数はブナケ親魚の２’８０粒に対しギンケ親魚は2,690粒であった。

【調査結果登載印刷物】

なし

2．降海性マス類増殖調査

若林洋

【目ｊ的】

サクラマス稚魚を育成し，スモルト幼魚（１＋）の標識放流を行うとともに飼育環境調査を行

い，河川・沿岸域におけるサクラマスの生態，回帰親魚の漁獲実態を明らかにして，高品質で高

価値のサクラマス資源の造成・増大を図るための知見を集積する。

【調査項目】

さけ。ます増殖振興事業実施要項（水産庁振興課）に準じて，次の調査を実施した。

１．育成事業

富山漁協と庄川沿岸漁連に飼育管理業務を委託し，サクラマス稚魚を飼育してスモルト幼魚

を育成し，ヒレ切除による標識を施し，２月に神通川及び庄川に放流した。

２．沿岸・河川調査

１）沿岸・河川水域環境調査

沿岸域及び神通川・庄川の水温等の調査を行った。

２）放流幼魚の追跡調査

定置網漁業者，サヨリ曳き網漁業者に混獲されたサクラマス幼魚の採集を依頼し，標識放

流サクラマス幼魚の降海後の追跡調査を行った。

３．飼育環境調査

１）育成状況調査

サクラマス稚魚の飼育期間における成長，スモルト状況及び飼育水温の調査を行った。

２）魚病対策調査

サクラマス稚魚の飼育期間における魚病の発生を調査するとともに魚病が発生した場合に

は治療を施した。

４．回帰調査

・・沿岸回帰親魚調査
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富山湾沿岸域で漁獲された標識サクラマス（昭和６２年度放流群）の再捕尾数を調査した。

・河川回帰親魚調査

神通川に及び庄川に回帰した標識サクラマス（同上）の再捕尾数を調査した。

5．適地調査

サクラマス専用飼育施設建設のため，候補地を調査した。

【調査結果の概要】

１．育成事業

１）神通川（そ上系）

神通川で採捕されたサクラマス親魚から採卵・ふ化した稚魚２９千尾を富山漁協神通川さ

け．ますふ化場で飼育し，標識を施し２１千尾を翌年２月に神通川に放流した（表－１）。

２）庄川

十和田湖産系サクラマスの発眼卵からふ化した稚魚６０千尾を庄川漁連庄川養魚場で飼育し，

２月に５１千尾に標識を施した後，庄川に放流した（表－１）。

神通川さけ．
ますふ化場

庄川養魚場

表－１神通川さけ．ますふ化場及び庄川養魚場における

サクラマス育成事業結果（平成元年度）

飼育開始時
尾数(千尾）

２９

６０

樺寄生涛掌放流河川騨雷 標識

2２７５．９神通川２１脂ヒレ及び左胸ヒレ切除

5２８６．７庄川５１脂ヒレ及び背ピレ切除

2．沿岸・河川調査

１）沿岸・河川水域環境調査

富山湾沿岸域におけるサクラマス漁獲期の水温及び塩分は，それぞれ，。℃～１６℃，３．２

～３４．１の範囲にあった。

神通川中流域付近の周年水温は，３℃台～２０℃台の範囲にあった。また，庄川中流域付

近の周年水温は５℃台～２８℃台であった。

２）放流幼魚の追跡調査（昭和６３年度放流群）

サクラマス幼魚（無標識）が，神通川河口付近の定置網で採捕されるのは，３月上旬から

５月上旬であった。標識放流魚のうち神通川放流群は富山湾内で３月下旬から５月上旬に再

捕され降海が確認されたが，庄川放流群は再捕されなかった。

3．飼育環境調査

１）育成状況調査

神通川さけ．ますふ化場では，湧水と河川水を混合して飼育水として用い，飼育池の水温

は3.5℃～１７．８℃で，注水量は約４５０必／分であった｡庄川養魚場では，春から秋には井
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戸水を，秋以降は井戸水と河川水を混合して用い，飼育池の水温は7.5℃～１５．２℃の範囲

にあり，注水量は約３００必／分であった。

飼育魚の成長状況のうち飼育開始時と終了時の測定結果は，表－２のとおりであった。

2）魚病対策調査

神通川さけ．ますふ化場及び庄川餐魚場では，魚病の発生は見られなかった。

表－２サクラマス飼育魚の尾叉長・体重の測定結果（平成元年度）

神通川さけ．
ますふ化場

庄川養魚場

飼育開始時

平均尾叉長
（”）

４．５

平均体重
（’）

1.5

１．９

飼育終了時

平均尾叉長
（”）

１３．０

１３．２

平均体重
（’）

備考

24.4神通川そ上系

24.1十和田湖産系

4．回帰調査

１）沿岸回帰親魚調査

富山湾沿岸で漁痩されたサクラマス６１３尾を調査した結果，４２尾が，昭和６２年度に神

通川及び庄川に放流した標識魚であった。

２）河川回帰親魚調査

神通川で漁獲されたサクラマス３８４尾を調査したところ，昭和６２年度に神通川に放流し

た標識魚は７７尾であった。また，採卵のために捕獲したサクラマス親魚４２６尾のうち１３８

尾は標識魚であった（表－３）。

庄川では４月から１０月までに４７尾のサクラマスが捕獲され，このうち昭和６２年度に庄

川に放流した標識魚は１４尾であった。

表－３サクラマス標識魚再捕尾数（回帰親魚）

沿 岸河川

放流河川放流時期標識魚尾数／調査尾数標識魚尾数／調査尾数 備考

神通川

〃

庄ｊｌｌ

秋（0＋）
スモルト（１＋）
スやﾚト（１＋） 劃／ ６１３ ';非"。

１４４７

昭和62年度放流群

〃

〃

5．適地調査

サクラマス専用飼育施設建設のため県内２カ所の候補地の調査を行った。

第一候補地では，付近の谷川が良好な水質であり，導水によって，サクラマスの飼育が可能

と考えられた。また，第二候補地では電探調査を実施したところ２，０００トン／日の地下水の取

水が可能であろうとの結鏡を得た。
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水試飼育親魚

3．新栽培漁業対象種開発試験

ア．クロダイ種苗牛産

若林信

【目的】

クロダイ種苗の量産化を図るための基礎資料を得る。

【材料と方法】

１．親魚の履歴及び養成

親魚は水試で飼育養成した３２尾と６３年１０月に北陸電力㈱温排水利用水産研究センターか

ら入手した２０尾の計５２尾を使用した（表－１）。水試で養成したもののうち９尾は６２銅こ

養殖業者から購入したもので，天然種苗を養成したものか人工種苗を養成したものか明らかで

はなかったが，上屋付き３．６ｔコンクリート水槽（１．５ｍ×４．０ｍ×０．６ｍ）に収容して飼育

し，その他のものは天然種苗から養成したもので，屋外14.4ｔコンクリート円形水槽（１８．０

菰×０．８ｍ）で，イシダイ，メジナ等と一緒に養成した。いずれの親魚も年令は不明であった。

水産研究センターから入手した親魚は，魚体測定後上屋付き６．４ｔコンクリート水槽（２．０ｍ×

４．０ｍ×０．８ｍ）に収容した。また，水試の親魚は１１月末に魚体測定後他の６．４ｔ水槽に移し，

採卵に供するまで飼育した。この間冷凍イカナゴを毎日給餌した。

表－１親魚の尾叉長及び体重

２０

s、６３．１０．２７

３２

s、６３．１１．３０

新港火力発電所温排水利用

水産研究センター飼育親魚

2．採卵

養成してきた親魚は平成元年５月８日に屋内４５ｔコンクリート水槽（５．０ｍ×５．０ｍ×１．８m）

－３９－

【調査結果登載印刷物等】
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尾数

測定年月日
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平
範
平
範

尾叉長

（c耐）
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（k9）

２７．６
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０．４７
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に移し自然産卵をさせた（図－１）。採卵は排水口に設置した採卵用ネットに自然産卵された

卵が入るようにして行った。親魚水槽の注排水は，５月８日から６月８日までは注水排水とも

水面付近から行い，それ以降は，水槽中央の排水筒を取り除き，水槽底部中央から排水すると

ともに水槽壁面からオーバーフローさせた。原則として採卵は，採卵終了後速やかに採卵ネッ

トを再設置し，翌日の午前中に行った。採卵期間中は，水槽の周囲に遮光ネットを張った。ま

た，餌としては，主にオキアミを投与したが，時をイカナゴも投与した。水温は特に調温せず，

自然海水を使用した。

採卵ネット受け水槽

（０．５ｔFRP）

図－１採卵水槽の概略図

注水

3．卵及び仔魚の管理

採卵ネットに集めた卵は３ｏｚパンライト水槽に移して静置して，浮上卵と沈下卵を分離し，

各々の卵を計数した。このうち５月２８日，５月２９日，５月３０日及び６月６日に採卵した卵

を各々 屋内１２ｔコンクリート水槽（２．０ｍ×４．０狐×１．５ｍ）３槽（Ｋ－１，Ｋ－２６Ｋ－３）に収

容し，ふ化と仔稚魚の飼育を行った。５月２９日の採卵群は，池の漏水のためふ化直後に試験を

－４０－



中止した。５月２８日採卵群（Ｋ－１）及び５月３０日採卵群（Ｋ－２）はふ化後２６日間，６

月６日採卵群（Ｋ－３）は３３日間は止水で飼育し，その後流水式としたっ換水率は図－２に

示した。なお，卵収容時から分散器を１池に２個投入し，軽い通気を行うとともに，止水飼育

期間中はＫ－１及びＫ－３の２水槽で飼育水容量の３分の１の換水を２度行った。また，飼育

棟の屋根には採光窓が設圃されているが，飼育水槽の遮光は行わなかった。ふ化水槽内には，

塩ビパイプの枠組みにネットを張った寵（アンドン）を設置し，サイフォン方式で水位の調節

と排水を行った。卵収容後の水槽の水温を図－３に示した。８月に海水取水管の破損事故が発

生し，注水量を制限しなければならず，十分な飼育管理ができない状況となった。

０

1０

換
水
率
（
軸
）

５

(三鯛:鋤

０３０４０５０６０７０８０９０１００

ふ化後日数（日）

図－２クロダイ稚魚水槽の換水率

稚魚の餌としてはシオミズツポワムシ，アルテミア，マス用及びヒラメ用配合飼料を使用し

たほか，随時冷凍シオミズツポワムシ，生及び冷凍クロダイ受精卵を使用した。施設その他の

理由からシオミズツポワムシ及びアルテミアの安定供給ができなかったので，これらは特に基

準を設けて投与しなかった。配合飼料は，自動給餌機を３０分間に３分ずつ３回作動するよう

に設定し，これを１日に５回（７時，１０時，１２時，１５時及び１７時）繰り返して投与する

とともに手播きでも投与した。

－４１－
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【結果の概要】

１．採卵

採卵の状況を図－４に示した。５月２８日に初めて産卵が確認された。この時期の水温は約

１５℃であった。採卵数は３万粒から２２３万粒の範囲で増減し，７月３１日を最後に卵は認め

られなくなり，産卵は終了したものと考えられた。総採卵数は２２２０万粒で，うち浮上卵数は

１．６２０万粒，浮上卵率は７７．１筋であった。ただしこの間に採卵しなかった日があり，実際の

産卵数はもっと多かったものと考えられた。卵径は，産卵開始当初は大きく，６月中旬以降は

７月１日の卵を除けば比較的小型で，０．９mmに達することはなかった（図－５）。浮上卵率は

採卵当初５０９６以下であったが，その後昇降を繰り返しながら上昇傾向を示して最高98.8筋に

達し，産卵が終了に近づくと浮上卵率は再び低下し，５０９６前後で推移した（図－５）。Ｋ－１，
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図－４
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明７１9Ａ
クロダイの採卵期間における採卵数，

水温及び比重の誰移（平成元年度）

ｰは淡水注水期間を示す
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図－５クロダイの採卵期間における卵径

及び浮上卵率の推移（平成元年度）

9/ｉ

餌料の種類及び投餌期間を図－６に，また，投与量を表－２及び表－３に示した。各試験区

ともシオミズツボワムシを初期に与え，次いでアルテミアを与えて配合飼料に切り換えた。テ

ルテミアから配合飼料に切り換える際に稚魚のへい死が目立ったので，イカナゴをミンチにし

て投与したが，へい死を止めることはできなかった。

3．稚魚の成長

稚魚の成長を図－７～９に示した。稚魚の成長は前年度とほぼ同様に推移し，また，水槽間

でも大きな差は歌られなかった。

4．種苗生産結果

元年度の種苗生産結果を表－４に取りまとめて示した。

９月４日及び５日に稚魚を取り上げたところ，平均尾叉長は，Ｋ－１が42.6”，Ｋ－２が

41.1”，Ｋ－３が46.8mmで，合計２８．５００尾の稚魚を生産することができた。受精卵からの

生残率は２．０～6.6弱であった。

－４４－
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表－２給餌量（１）
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(ふ化後日）

期間
(ふ化後日）

給餌量
(×104個）

日数
(日）勝(瀞高(斑晶）

図－６クロダイ種苗生産における餌料の種類と投与期間

ふ化後日数（日）
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平成元年度の種苗生産試験結果富

表－４種苗生産結果

容収水槽 化ふ

取 り上げ

【調査結果登載印刷物】

若林信一（１９９０）：クロダイの種苗生産について－１

水試だより，４７号，５－１０

5．親魚のへい死

親魚のへい死は５月２３日から７月１日までに間獣的に見られ，合計１３尾がへい死した。

魚は横転してフラフラと泳ぎ，手網で捕痩しようとすると急な動作で泳ぎ去ったりしてやがて

へい死した。詳細な検査は行っていないが，へい死魚のえらにはいずれも単生類と思われる寄

生虫が多数認められ，えらは粘液で肥厚していた。このことからへい死の原因の一つとしてこ

の寄生虫の寄生による呼吸障害が考えられた。前記のとおり，採卵当初は表面に注水し，表層

水を排水する方法をとっていたので，水槽の底部では水の交換が不良となり，残餌や糞がたま

り，飼育環境が悪化したものと推察され，このことが寄生虫の増殖を助長したものと考えられ

た。治療のため淡水の注水を３度実施したところ（図－１０），へい死は承られなくなったが，

自然治癒によるものか治療効果が表れたものかは明らかではなかった。

回次書暑月日(×穂)(×締歳)月ロ例Ⅷ尾)剛尾/識)(､,，
ふ化率ふ化仔魚数密度全長

＊ホルマリン固定後測定（４回次ふ化仔魚は６月９日に採集した）

５月３０日

５月３１日
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水槽の漏水のため,生産中止
＊

４６．８
＊

４１．１

９月５日

９月４日



淡
海

１
６
４
．
２
レ

操
本
串

水
水

1４０

菰ｋ４０

1２０

寺盆二

1００

鳶８０

ﾌ｡＜

６０

阿職／ﾛ

図－１０クロダイの採卵期間における親魚池注水量及び換水率の推移
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【材料と方法】

１．中間育成飼育試験

（社）日本栽培漁業協会若狭湾事業所小浜施設で生産されたトヤマエビを，平成元年６月８

日に水産試験場屋内ＦＲＰ水槽（容量１㎡，底面積271ｔ）３面にそれぞれ２６００尾ずつ，合計

７，８００尾を収容し，アクアトロン装置で約１０℃に調温した海水を給水した。飼育開始時の種

苗の平均全長は28.3”(全長範囲は１６．９～３７．０mm)で，稚エビの収容密度は1,300尾／前

にし，付着基質として「キンラン」を投入して，冷凍オキアミを２日に１回給餌し，同年１２

月２０日までの１９６日間飼育した。残餌は適宜取り上げた。

２．種苗放流

－４９－

２０

ﾘ/１

（社）日本栽培漁業協会若狭湾事業所小浜施設からトヤマエビ種苗の供給をうけて，適切な中

間育成方法及び種苗放流手法を検討する。トヤマエビ放流技術開発にともなう生物学的及び資源

学的知見を収集する。

イ．トヤマエビ種苗生産技術導入試験

武野泰之

【目 的】



(1)放流年月日

平成元年６月１２日に当才エビを，同年１２月１２日には中間育成後標識を装着した当才エ

ビを放流した。

(2)放流場所
◎

当才エビＮ３６４６．４０'Ｅ１３７．１８．９０′水深２６０１ｍ
◎

当才エビ（中間育成エビ）Ｎ３６４６．０５′ Ｅ１３７．１９．１７′水深１００ｍ

(3)標識装着

中間育成終了後のエビに，リボン型タグ（黄色）を第２腹節に装着した。

(4)放流方法

当水産試験場栽培漁業調査船「はやつき」を使用し，圧力差で３５mm径フレキシブルホー

ス中を通して水深約１００ｍ付近で放流する方法と，（社）日本栽培漁業協会若狭湾事業所小

浜施設が開発した「放流篭」にエビを入れて海底近くまで下ろして，底蓋を開放して放流す

る方法とを用いて実施した。

【結果の概要】

（１）中間育成

中間育成の結果を表－１に示した。

表－１トヤマエビ中間育成結果

開始時

終了時

尾数

7，８００

１，４００．

大きさ（範囲）

TＬ２８．３”（１６．９～３７．０）

BＬ３５．５mm（２１．０～６４．０）

体重（範囲）

ＢＷ

ＢＷ１､０５１（０．２２～４．２７）

生残率は17.996と低かった。飼育期間中の水温は１０～１２℃の範囲にあった（図－１）が，

海水取水装腫が８月に故障して以後十分な飼育水量を確保できなかったことが，低い生残率の

原因として考えられる。

(2)標識放流

中間育成終了した１，４００尾のエビのうち，小さい６００尾を除いた８００尾にリボン型タグ

（黄色）を装着したが，放流までに５１１尾がへい死した。標識装着エビの平均体長は４３．７

”（25.0～64.0mm）及び平均体重は1．５２１（0.2～４．２７）であった。標識非装着エビの

平均体長は28.2”（２１．０～37.0）及び平均体重は０．４４１（０．２２～０．８９）であった。標識装

着及び非装着エビの体長組成を図－１及び２に示した。

(3)標識装着エビの再捕状況

平成２年３月３１日現在，標識エビの再捕報告はない。

【調査結果登載印刷物】

なし
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図－１トヤマエビ飼育期間中の飼育水温の推移
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平成元年度中に行なった増養殖技術指導は下表のとおりである。

－５１－

長(”）２２５２７５３２５３７５４２５銅５５２５５７．５６２５６７５体

図－２標識装着エビの体長組成

(℃）５０

内容

４O
CC

率３０

(℃)1４

対象機関

22527.５３２５３７５４２５４７５５２５５７５６２５６７５

図－３標識非装清エビの体長淵且成

ｳ．海面増養殖技術指導

武野泰之

クルマエビ

年月日

氷見漁協

同上

採苗指導

沖出し指導

対象種

７月７日朝日町中間育成

ワカメ 元年４月２７日

１１月４日



4．温排水利用養魚技術試験

若林信一

【目的】

富山新港火力発電所の温排水で，タイ類，ヒラメ等の親魚養成及びクルマエビ中間育成を行い，

その有効利用を図る。

【方法】

第１６回温排水利用委員会(平成元年６月１６日）で承認された研究計画に基づき，富山新港火

力発電所内の温排水利用水産研究センターにおいて飼育試験を実施した。

【試験結果の概要】

１．温排水飼育池水温

主な飼育池の飼育期笥中の月平均水温は，４月１９．７℃，５月２２．０℃，６月２３．８℃，７月２４．５

℃，８月２６．９℃，９月２５．３，１０月２３．４℃，１１月２３．４℃，１１月２２６℃，１月２０．４℃，２月１９．９

℃及び３月１８．９℃であった。地先から取水した海水の平均水温との差は0.3～8.0℃の範囲

にあった。

７月２８日から１１月１４日の姻笥を除き，温排水単独または温排水と地先から取水した海水

との混合水を飼育水として使用した。

２．育成試験結果

（１）クルマエビ中間育成

元年８月７日に県栽培漁業センターより平均全長（以下全長）１５”,平均体重(以下体重）

６０噸のクルマエビ稚仔２０，０００尾を受け入れ，８月２１日までの１４日間中間育成した結

果，生残尾数は１３，４００尾（全長３１”,体重２０３噸）で，生残率は６７．０％であった。こ

れを新湊市堀岡地先に全数放流した。

（２）マダイ親魚養成試験

９年魚１７尾（全長６０“,体重３，７００８），５年魚２５尾（全長４７cm１，体重２，５００９），

４年魚２０尾（全長４５”,体重１，８００９）及び３年魚２０尾（全長４１”,体重１，４００９）

を元年３月から翌年３月まで飼育した結果，それぞれ全長６１“,体重３，９００９（生残率は

８２．４％），全長４８“,体重２，６５０３（生残率は８４．０％），全長４７“,体重１，９８０９

（生残率１００％）及び全長４３c鴎体重1，６２０９（生残１００％）に成長した。２年魚１１１

（全長３８．５cm,体重１，０８０９）及び１年魚１９５尾（全長２１．９”,体重２００９）を元年３

月から同年９月まで飼育した結果，全長３９．０“,体重1，２００９（生残率は９４．６％）及び

３９．０cm，１，１２０９（生残率は87.7％）に成長した。０年魚については元年８月２３日に県

栽培漁業センターより３００尾（全長6.2”,体重５．２９）を受け入れ，翌年３月２６日まで飼

育した結果，全長２１．４cm8,体重１９６９まで成長し，生残率は９０．７％であった。

－５２－



育成したマダイ親魚を用いて採卵を行い，４月５日から５月２７日までに受精卵総数3,640

万８千粒を得た。受精卵数は前年度の６７．６％であった。

(3)ヒラメ養成試験

２年魚９５尾（全長４５．０cwz,体重１，２００１）及び１年魚２４９尾(全長33.1“,体重5109）

を元年３月から翌年３月まで飼育した結果，それぞれ全長５５．０“,体重２，２００９（生残率

９７．９％）及び全長４３．０cm,体重1，１８０９（生残率９９．２％)まで成長した。０年魚３００尾

（全長１０．２cm2,体重１０．２９）を元年８月から翌年３月まで飼育した結果，全長３５．２“，

体重６２０３まで成長し，生残率は５８．３％であった。

(4)クロダイ養成試験

３年魚４８尾（全長３７．０”,体重１，１００３）を元年３月から翌年３月まで飼育した結果，

全長３８．５cm,体重１，２３０９まで成長し，生残率は１００％であった。

(5)イシダイ養成試験

９年魚３０尾（全長４７．０“,体重１，８００９）及び7年魚１０尾(全長４３．０“,体重1,4309）

を元年３月から翌年３月まで飼育した結果，それぞれ全長４７．５”,体重１，８７０３及び全長

４４．０cm１，体重１，５５０９まで成長し，生残率はいずれも１００％であった。

(6)ブリ養成試験

３年魚１０尾（全長７１．０cm,体重５，１００９），２年魚１９尾（全長６２．０“,体重3，２００

９）を元年３月から翌年３月まで飼育した結果，それぞれ全長７４．０cmU,体重7，８００９（生

残率は１００％）及び全長７１．２cm,体重5，１５０９（生残率は１００％）まで成長した。１年

魚１２８尾（全長４１cm，体重１，１００９）を元年３月から同年９月まで飼育した結果，全長

５６醜,体重２，０００９まで成長し，生残率は１００％であった。０年魚１２４尾（全長３６“，

体重４８０９）を元年１０月から翌年３月まで飼育した結果，全長４２cm,体重９９０９まで成

長し，生残率は９９．２％であった。

(7)アワビ及びサザエ養成試験

アワビ８年貝５０個（平成殻長（以下殻長）１０．４”,体重１４８９）を元年３月から３年

まで飼育した結果，殻長１０．６”,体重１５２９まで成長した。

また，サザエ５年貝８５個（平均殻高（以下殻高）７．２”,体重１１０９）を元年３月から

同年９月まで飼育した結果，殻高7.7”,体重１２３９まで成長し，生残率は１００％でつた。

３年貝２００個（殻高6.0“,体重５４９）を元年３月から翌年３月まで飼育した結果，殻

高6.5“,体重６２９まで成長し，いずれも生残率は９７．５％であった。

【調査結果登載印刷物等】

第１７回温排水利用委員会会議資料平成元年度富山新港火力発電所温排水利用による魚介類

の増養殖研究報告雷１９９０年６月北陸電力株式会社温排水利用水産研究センター
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5．滑川市地先造成漁場等調査

藤田大介

【目的】

滑川市地先の人工魚礁，アワビ増殖場の現況を把握するとともに，テングサ投石漁場における

マクサの状況を調べ，今後の効率的な増殖手法及び効果判定手法の開発のための参考資料とする。

【調査方法】

１．人工魚礁調査

平成元年７月２０日及び平成２年３月６日に，高塚地先の水深３０ｍ付近に設置されている人

工魚礁群（昭和５４～５６年設置）でスキューバ潜水を行い，目視観察及び水中写真機影によっ

て施設の現況と魚のい集状況を調べた。

２．アワビ増殖場調査

か平成元年７月２１日に，坪川新地先の水深8～９ｍに造成されているアワビ増殖場（昭和５６

年造成）でスキューバ潜水を行い，目視観察及び水中写真撮影によって放流稚貝と害敵生物状

況，餌料海藻の繁茂状況及び施設の現況を調べた。

３．テングサ投石漁場調査一

平成元年７月２１日，９月２０日，１１月２１日，平成２年３月６日及び４月２日に，中川原

地先の水深５～６ｍに造成されたテングサ投石漁場（昭和６２年９月造成）及び周辺にある従

一来の漁場でスキューバ潜水を行い，距岸１００ｍの海底を７月と１１月は２測線，９月と３月は

１測線について目視観察，水中写真撮影を行ったほか，２５区画に区切った１１m×lwzの方形枠

の５区画分(０．２㎡）の海藻を刈り取り，水産試験場に持ち帰って湿重量を測定した。また４

月２日は平成２年度の調査計画作戒のために，より広範囲にわたって潜水し，目視観察及び水中

写真掻影を行った。

【調査結果及び考察】

１．人工魚礁調査

（１）施設の現況

７月は濁りのために十分な観察が出来なかったが，いずれの調査日にも魚礁の埋没や移動

は見られなかった。３月は透明度も良く，ジャングルジム魚礁及び電柱魚礁上に固着生物と

してシロボヤ，カキ類，管棲ゴカイ鎮コケムシ類及び無節サンゴモを確認したほか，マナ

マコ，ムラサキウニ及びイトマキヒトデがほふくしているのを認めることができた。周辺の

砂底にはマナマコが多く生息していたほか，スナイソギンチャクも散在していた｡

（２）魚群分布

３月の潜水時に，ジャングルジム魚礁の上方にマアジの群れ，側方にタイ類，電柱魚礁の

上方にイシダイの群れを観察することができた。また電柱魚礁周辺の海底にはコチ類が生息
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していた。

2．アワビ増殖場調査

（１）アワビ，サザエ，その他の動物の生息状況

アワビの放流貝は転石上に，サザエはフトンカゴ及び転石上に散在していたのを確認する

ことができた。アワビやサザエの害敵と考えられる生物としてはキュウセンがとりわけ多く

見られたほか，イトマキヒトデ，フタバペニツケガニ及びスズメダイの生息を確認した。こ

のほか，植食動物としてはヘソアキクボガイ，コシダカガンガラ及びウラウズガイ，食用に

なるものとしてマナマコ及びマボヤが見られた。

（２）海藻の生育状況

増殖場はほぼ全域にわたってマクサ群落になっており，フトンカゴでは鉄網の部分にマク

サが多く引っかかっていた。また枯れかかってはいたが，ワカメの生育も認められた。

3．テングサ群落

（１）テングサ群落

テングサ造成漁場は従来の漁場，新規造成場共にマクサが優占種となっており，岸側では

ツノマタ，フシツナギ，スギノリなどが，沖側ではマクサの近縁種であるオバクサが多く混

生していた。また９月にはマクサの藻体上にアナアオサ，ミル，カギウスバノリ，クサノカ

キ，藍藻類などの着生が見られた。

（２）沖合の無節サンゴモ群落について

距岸約３００ｍ，水深１０ｍの転石地帯ではマクサが生育せずに無節サンゴモ類を中心とし

た殻状藻類のみが被覆している場所があった。このような状態はマクサ群落の周縁部の砂地

との境の部分に見られたほか，マクサ群落内の中にもパッチ状に存在していた。これらの場

所ではムラサキウニが平米当たり数個体程度生息しており，アカウニ，ユキノカサガイ，ア

メフラシも見られ，小規模ながら，これらの植食動物の食害によって維持されるI磯焼け」

の様相を示していた。これらの「磯焼け」地帯は拡大してゆく可能性もあるので,今後も藍

視を続けて行く必要がある。

【調査結果の報告】

調査完了後，調査結果をとりまとめ，滑川市商工水産課へ報告した。
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若林洋

【目的】

富山湾沿岸の定圃漁場における水質環境の現況を把握し，汚濁監視のための資料とする。

法】

調査定点

調査方法

[方

(1)

(2)

宮崎～宇波地先の定圃漁場の２７定点と河川前の４定点．計３１点(図－１）。

各定置網の採水責任者が表層水を採水し，県漁連が試水を収集し，水試に搬入

後，水試が分析を行った。

天気，風向，風力，波浪，ウネリ，流向，採水時間，水温．漁獲物及び漁獲量

ＰＨ，塩分，濁度，ＣＯＤ

１２回（平成元年４月～平成２年３月，８月未調査・６月２回調査）

観測及び
調査項目

分析項目

調査回数

１
９
刷

侶
Ｉ
Ｉ

､;xSq,3,噸鯛
、

Ⅷ富山湾漁場環境調査

1．漁場環境保全対策事業

つP塑函

鼠jl》i〃．溌薦 軒の鯛ROgZI蝋管
扇而謁L20酒棉ロﾛ

図－１定置漁場水質環境調査定点
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【調査結果の要約】

ＰＨは，小矢部川前を除いた３０定点で水産用水基準（７．８～8.4）を満たした。

濁度は，全般的に前年度（０．５～8.0噸／‘）に比べ低くなった。

ＣＯＤは，海域環境基準（２噸／′以下）を越えたのは小矢部川前の１定点の象であった。

なお，本調査では本年度は赤潮は確認されず，これがＰＨ，濁度及びＣＯＤの値を良好なもの

にしたと思われた。

【調査結果登載印刷物等】

平成元年度漁場環境保全対策事業調査報告書平成２年６月富山県水産試験場

2．公共用水域水質測定調査

◎若林洋・高松賢二郎・宮崎統五
若林信一・武野泰之・藤田大介

【目的】

水質汚濁防止法第１６条第１項の規定に基づき平成元年度の富山湾海域（公共用水域）の水質

汚濁状況を把握するため，採水及び水質分析を行う。

[方法】

(1)調査海域及び定点数

小矢部川河口海域７点（図－１）

神通川河口海域７点（図－１）

その他の地先海域１０点計２４点（図－１）

(2)測定回数

小矢部川河口海域毎月１回計１２回

神通川河口海域毎月１回計１２回

その他の地先海域４．５．７．８．１０．１１月計６回

(3)測定項目

気象：天気，風向，風力，波浪，ウネリ

水質：水温，ＰＨ，ＤＯ，ＣＯＤ

(4)調査方法

栽培漁業調査船「はやつき」により，各調査定点（環境基準点）の表層及び２，

層を採水し，測量・ＤＯ固定等を行った後，試水を当場に帰り．ＰＨ，ＤＯ及びＣＯＤの分析

を行った。
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図－１公共水域調査定点

【調査結果の概要】

毎月，測定データを県公害対策課へ報告し県公害対策課が結果をとりまとめた。

平成元年度における汚濁状況をＣＯＤでjZAると，環境基準点２４点の測定値0.3～3.4,5Ｉ／‘でｂ

環境基準のＡ類型（２噸／′）またはＢ類型（３噸／‘）を越えた定点もあった（９定点）が，

年平均値叉は７５％値では概ね基準を満足していた。

【調査結果登載印刷物等】

平成２年度環境白書平成２年７月富山県（予定）

3．滑川地先海域環境調査

◎若林洋・高松賢二郎・宮崎統五
若林信一・武野泰之・藤田大介

【目的】

滑川市からの委託により，滑川市地先海域の環境を監視するため，当海域の水質及び底質を調

査する。
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【方法】

(1)調査定点

高塚地先海域の大川河口より半径２００ｍ沖合３点

〃５００ｍ沖合３点

〃１，０００ｍ沖合１点（底質を除く）の計７点（図－１）。

(2)調査月日

水質平成元年６月１６日，１２月７日の２回

底質平成元年６月１４日，１０月６日，平成２年１月９日，３月１日の４回

(3)調査項目

気象：天気，風向，風力，波浪，ウネリ

水質：水温，水色，透明度，塩分，ＰＨ，ＤＯ，ＣＯＤ，重金属類

底質：粒度組成，強熱減匙ＫＭｎＯ４消費量（ＣＯＤ），硫化物

(4)調査方法

水質は，７定点で表層及び２，層から採水し，測温等を行い，底質は，６定点で採泥し，分

析は，滑川市の委託を受けた民間会社が実施した。

図－１水質測定定点図

【調査結果の概要】

水質調査結果を滑川市市民生活課へ報告した。

平成元年度における汚濁状況をＣＯＤでゑると，０．４～1.1mml／‘で，すべての地点で環境基

準のＡ類型［２噸／′］に適合していた。
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[調査結果登載印刷物等】

なし

4．富山湾水質環境調査

【目的】

富山湾奥域の水質環境の現況を把握する。

若林洋

【調査方法】

栽培漁業調査船「はやつき」により調査定点で水色測定及びＣＴＤにより観測を行なった後

表層水を採水し持帰り後，分析に供した。

調査定点

図－１に示す１８定点

小矢郎川

/庄側

､1９

２９
●

２８
●

（
垂ｒＵｕｉ画ｒ

・1７ ･1５ ･胴

､2７ ・2６ ・２５、2４．２３

．３６３７、3５ｄ３４．３３●。

神通''1ノ…剛ノ

瓜郎川

お竃川

･11；

片目川

.2１

早月川

上巾川

５ IＱ

白白川 ■_■一一一凸■

図－１調査定点
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調査回数

平成元年４月から２年３月までの各月１回の計１２回

調査項目及び分析方法

水色（フオーレル・ウーレの水色計），水温（表層～５０ｍ層）（ＣＴＤ，表層は水銀温度計），

塩分（表層～５０，層）（ＣＴＤ，表層は持帰り後サリノメータ），ＰＨ（表層）（日立堀場ＰＨ

メータ），濁度（表層）（日本精密積分球式濁度計），ＣＯＤ（表層）（アルカリ性法（１００℃

２０分)）及びクロロブィールーａ（表層）（蛋光法）によった。

水色は，沖合側(調査定点番号10番台）が沿岸側（調査定点番号３０番台)に比べ良好な傾向を

示した。

塩分は，沿岸側で低く沖合側で高い傾向を示した。

ＰＨは，沿岸側で若千低い定点も見られたが，年間を通して８．２～8.3台であったｊ

濁度及びＣＯＤは，沿岸側が沖合側に比べ高い傾向を示した。

水色の月別１８定点の平均値の最高は１０月の１４（１３～１５），最低は１月の５（４～９）

であった。

濁度の月別１８定点の平均値の最高は７月の4.2噸／‘（０．３～1.6”／′），最低は１月の

0.7,1／‘（０．３～１．６”／‘）であった。

ＣＯＤの月別１８定点の平均値の最高は８月の1.6噸／‘（１．０～２．３噸／‘）,最低は２月の
！、台

0.5噸／‘（０．３～0.7,9／‘）であった。

クロロフイルーａの月別１８定点の平均値最高は８月の”／‘（０．８５～１０．４０ル８９／′），

最低は１月の０．５７”／‘（０．３６～０．９７”／‘）であった。

なお，データ等については，別途報告する予定である。

【調査結果登載印刷物等】

なし
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区魚病対策事業

1. 魚病対策事業

宮崎統五

【目的】

富山県内の増養殖現場における魚病病原体の拡散を防止し，経営の安定に資するために，魚類

防疫会議の開催，養殖場巡回健康診断及び魚病鱗習会の開催を行うとともに，増養殖業者から診

断依頼のあった場合には病原体検査を行う。また，養殖魚については，食品としての安全性を確

保するために，出荷の前に医薬品の残留検査を行う。

【結果の概要】

1. 魚類防疫会議

開催月日:平成2年 3月23日

開催場所:富山市千抑J1-3 高志会館

参加人員:富山県内の養殖業者及び内水面漁業協同組合関係者22名

議題及び討議の概要:富山県内におけるサケ科魚類の細菌性腎臓病(BKD)病原体の分布状

況調査結果を発表するとともに，今後の対応について討議し，河JI¥における BKD汚染状況

を明らかにするために，過去に養殖魚を放流した地域を調査することが決定された。

2. 養殖場健康診断

実施月日:平成元年5月8日から5月10日及び同年8月22日から 8月24日

実施場所:県内全域

内 容:健康診断はサケ科魚績の養殖場を対象に行い 5月8日から 5月10日の巡回で

は， BKD病原体の分布を衰弱魚の解培観察及び蛍光抗体法を用いて調査したところ，養殖

業者 13軒のうち 11軒からBKD羅病魚が発見された。 8月22日から8月24日の巡回で

は，伝染性疾病の発生がみられた養殖場はなかったが 4月以降の魚病発生状況に関する聞

き取りを行ったところ，本年度の県内の主な魚病被害の原因は，せっそう病及び細菌性腿病

であったことが分かつた。

3. 魚病講習会

開催月日:平成2年3月23日

開催場所:富山市千歳町 1-3 高志会館

参加人員:富山市内の養殖業者及び内水面漁業協同組合関係者 22名

講習内容:オゾYの殺菌能力について，過去の知見を総合して示し.オゾン殺菌装置を今後

導入する場合の参考資料として供した。
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4．検査依頼に基ずく病原体検査

富山県内の増養殖場から検査依頼があったのは１５件で，その内訳は下表のとおりであった。

魚種

上ラメ

アユ

イワナ

サケ

サクラマス

ヒメマス

スッポン

検査月日

４月６日

４月１７日

７月１１日

１０月１６日

４月２６日

５月１日

６月２８日

６月２９日

４月１０日

７月１２日

９月１９日

１月１９日

４月２６日

６月２１日

２月３日

病名及び症状

白点病

白点病

滑走細菌の寄生

白点病

ビブリオ病

ピブリオ病

原因不明の腸炎

水カビ寄生を伴うビブリオ病

餌料性疾患

せつそう病

せつそう病

細菌性鋸病

細菌性鯉病

細菌性鯉病

原因不明の食道潰湯

5．医薬品残留検査

富山県内のイワナ及びニジマス養殖業者のうち，細菌性疾病の治療のために投薬を行った８軒

について医薬品の使用状況を聴取したところ，全てスルファモノメトキシン（ＳＭＭ）を使用し

ていた。これらの養殖場については，出荷前の検査魚４尾から１０尾計４５検体を採集して筋肉

中のＳＭＭを測定したが，残留が認められた検体はなかった。

【結果登載印刷物等】

なし
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2．魚病対策技術開発研究

宮崎統五

ア．サケ科魚類の防疫技術に関する研究

（降海性サクラマスの防疫技術に関する研究）

【目的】

富山県漁業協同組合さけ。ますふ化場（以下神通川ふ化場）で実施されているサクラマス増殖

事業をモデルとして，サクラマス増殖事業における主要な病原体の動態を明らかにすることによ

って有効な防疫技術の開発に資する。

[方法】

１．回帰親魚の病原体保有状況調査

平成元年秋に神通川で捕痩されたサクラマス雌親魚４０９尾のうち,１０月１１日から１０月１６

日までの間に採卵に供した６０尾について，個体別に細菌及びウイルス検査を実施した。

細菌検査には各検査魚から腎臓と無菌的に採取して試料とし，β・ｓａｊｍ｡…』｡α及び〃t雄。

属の検査のためには1.5筋ＮａＣ１加ＢＨＩ寒天培地，またＲ・sajmo”…－ｍの検査のためには選

択培地であるＳ－ＫＤＭ２培地に塗沫し，それぞれ２０℃及び１５℃で培養するとともに，スライ

ドガラスに塗沫して抗Ｒ・ｓａｊ１，８０凡…祁加血清を用いた蟹光抗体法（以下ＦＡＴ）によって検査

した。

ウイルス検査試料には体腔液を用い，各１尾から１，必ずつを採取して等量の抗生物質液(ペ

ニシリン１，６００１．Ｕ，ストレプトマイシ１６０”，ナイスタチン８００１．Ｕ/力必ＢＳＳ）と混和

し，４，５００rpmで遠沈した後，上清をＲＴＧ－２及びＣＨＳＥ－２１４細胞に接種してＣＰＥを観察

した。ＣＰＥがゑられた場合には，抗IHNV血清及びＩＰＮＶ(Buhl）血清を用いて中和試験を

行った。

２．細菌性腎臓病（ＢＫＤ）に擢患した雄親魚からの垂直感染の防止に関する検討

試験に用いた病原菌彫冗泌@Cf‘γj…'＠J､･犯…7.1‘加は,北海道函館市近郊のヤマメ養殖場の

病魚から分離された菌株を，北海道大学水産学部微生物学講座から入手し、ＫＤＭ２培地で２５

日間培養した後用いた。

供試精液は，富山県水産試験場で飼育した約２０ケ月令のサクラマス雄親魚(体重１１０１から

３２０１）に以下の処理をして採取した。１尾当り１．４噸の菌を滅菌蒸留水0.2刀Lzに浮遊させ

て腹腔内に注射した後２ヶ月間飼育し，解剖してＢＫＤの症状の発現を調べた後，発症個体

（ｍ､1)及び非発症個体(ｍ､2）１尾ずつから約３〃L必の精液を採取して用いた｡対照の精液は蒸

留水の承を注射した個体(ｍ､3）１尾から得た。供試卵は，神通川で捕獲された雌親魚３尾

（ｆ､１，ｆ､２及びｆ､３）を用い，別々 に４００粒から５００粒を採卵した。
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供試精液を個体別に１加必ずつ３区に分けるとともに,供試卵も個体別に１００粒から２００粒ず

つ３区に分け,各親魚が全て組承合わされるように媒精した。その後滅菌蒸留水中で吸収させ,ポ

ピドンヨード剤で消毒してふ化水槽に収容し,受精を確認するために発眼期まで卵を管理した。

親魚に用いた各個体は，それぞれKDM2培地を用いた培養法及び腎臓の塗沫標本を用いたFＡＴ

によってＲ・ｓａｊｍｏ,z…γz‘､の保有状況を検査した。

発眼卵を各区６０粒ずつとりあげ，２％のアンチホルミン及び７０％エタノールにそれぞれ１分

間浸潰し，滅菌蒸留水で洗い，１５粒ずつ合わせて１検体とした｡解剖鉄を用いて卵膜を破壊し，

Ｓ－ＫＤＭ２ブロス５唾に加えて１５℃で７日間培養した後,ブロスをＳ－ＫＤＭ２培地に塗沫して

培養するとともi唇スライドガラスに塗沫してＦＡＴによるＲ・'@J,,z･極,z＠ｍｍの検査を行った。

【結果の概要】

１．回帰親魚の病原体保有状況調査

回帰親魚の病原体保有状況調査の結果を表－１に示した。ＢＨＩ寒天培地を用いた検査では，

６０検体中２２検体に細菌集落の発育があり，このうち7検体（１１．７％）には丑・ｓａｊ”，zfcidaの

集落が承られたが，γ必が｡属の集落はなかった。またＳ－ＫＤＭ２培地を用いた検査では１４検体

に細菌集落の発育があったが，Ｒ・,αj”"…γz‘､の集落は承られず，ＦＡＴによる検査でも陽性

検体はなかった。

ウイルス検査では，６検体(１０．０％)からＩＰＮＶが分離されたが，ＩｍＶＶは検出されなかった。

表－１平成元年度回帰サクラマス親魚の病原体保有状況検査結果

１０月１１日

１０月１２日

１０月１３日

１０月１４日

１０月１６日

計

菌 検査細 ウイルス

検査

３
２
０
６
３
４１

ＢＨＩ ＫＤＭ２

０

１（IPnJV）

０

１（IPNV）

４（IPNV）

６（IPNV）

０
０
０
０
０
０

検査月日検体数集落発育』eγ……’必冗･集落発育恥犯迦cteγ趣加FAT陽性

陽性
検体数雰綴織｡分離裟体数検体数ｊ３磯撫‘"検体数検体数

2．ＢＫＤに擢患した雄親魚からの垂直感染の防止に関する検討

採精及び採卵に供した親魚のＲ・’@Ｊ”…"･Z‘醜保菌検査の結果を表－２に示した。菌液を接

種した雄親魚の２尾のうち，発症魚の、､１は腎職の腫脹及び精巣内の結節形成が承られ，腎臓

及び精巣から純培養的にＲ・ＳａＺ，"o'z…、、が分離されたほか，ＦＡＴでも陽性の菌体が多数観

察された。非発症の、、２は，ＦＡＴによる検査では陽性の菌体がふられたが,､培養法では

Ｒ・saZmo'３…、ｍは全く分離されなかった。また，対照の親魚、、３は培養法及びFAＴいずれ

の検査でもＲ・ｓａＺ”'z…”ｍは検出されなかった。雌親魚のうち１尾（ｆ､1）には,ＦＡＴによる

検査で反応陽性の菌体が観察されたが，培養法ではＲ・，αz"@｡,z…〃ｍは検出されず，他の２尾

（f､2及びf､3）はいずれの検査でも陰性であった。
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０
０
０
０
０

０
２
１
１
３
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２
８
８
６
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１
１
１
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０
０
０
０
０
０

４
５
３
１
９
２２

ＦＡＴ：蛋光抗体法



表－２サクラマス精液を介したＢＫＤ病原菌の感染試験に用いた親魚の病原体保有検査結果

【結果登載印刷物等】

平成元年度魚病対策技術開発研究成果報告書サケ科魚類の防疫技術に関する研究印刷中

（社）日本水産資源保護協会

－６６－

雄 雌

ｃ
ｃ

ｃ
ｃ

培養法蟹光抗体法Ｎａ培養法蛋光抗体法､ＮＯＬ

Ｃ：菌類及び細菌のコンタミネーション
±：１０細胞以下の陽性菌体が承られたことを示す

、.’（発症）

ｍ､２（非発症）

ｍ､３（対照）

±（２sell）＋
＋

１
２
３

■
●
●

ｆ
ｆ
ｆ

＋

３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４

Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ

発眼卵の検査結果を表－３に示した。ＢＫＤ発症魚(ｍ､1）の精液で媒精した受精卵では１２検

体中４検体，非発症魚(ｍ､2）の精液で媒精した場合では１２検体中６検体及び対照(ｍ､３)の精

液で媒精した場合では１２検体中４検体に菌類及び細菌集落の発育が承られたが，いずれから

もＲ・,α』､o犯…、ｍは分離されなかった。またＦＡＴによる検査では，ｍ､１では８検体，ｍ、２

では６検体及び、、３では２検体に１０細胞以下の陽性の菌体が観察された。

発症魚(ｍ､1)の精液で媒精した受精卵１８０粒のうち，コンタミネーションがなかった８検

体１２０粒についてはＲ・…”凡…7．‘‘、の集落は全く認められなかった。このことは汚染精液

を媒精に用いても，全ての卵に病原体が移行するとは限らないことを示している。

今回の試験では，雄親魚の感染期間が２ヶ月間であり，精液中に病原菌が混在していても，

活性を有するＲ・”』”冗…秘沈が精子内に存在していたかについては確証がない。このため精

原細胞の形成期以前にＲ・ｓａｊ刀zo'２…秘加の感染を受けた雄親魚を精液提供魚とした場合,ＢＩｍ

の感染が成立するか否かについては明らかにできなかった。

表－３発眼卵の病原体保有状況検査結果

士
士
士

検査結果 検査結果組承合せ
雄雌

組柔合せ
雄雌

Na 蝿

ｍ、１×ｆ，２

Ｃ
－
Ｃ

培養法蛋光抗体法 培養法蟹光抗体法

士
士

Ｃ

ｍ､３×ｆ、１

１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２
３
４
１
２

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ

ｍ、１×ｆ、１

、．１×ｆ、３

Ｃ
－
Ｃ

士
士
士
士
士

ｍ､２×ｆ，３

Ｃ
－
ｃ

ｍ､２×ｆ、２

ｍ、３×ｆ、２ 士
一
士

士

士
士
士

ｍ､２×ｆ、１

Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｍ､３×ｆ，３



イ．魚病病原体の起病性の研究

（サクラマスにおける広節裂頭条虫の寄生実態調査）

高松賢二郎

【目的】

広節裂頭条虫（DzPんy〃o6ofんγj…礼』んo冗尤……）は，サケマスを第二中間宿主とするが，我

が国ではサクラマスおよびカラフトマスに高い寄生が認められ，生食すると人間に感染する。サク

ラマスに対する広節裂頭条虫の寄生は食品衛生上重要であるが，増殖事業を推進するうえでも重

要であるので，広節裂頭条虫がサクラマスの生活史の中のどの発育段階で感染するか明らかにする。

【方法】

１９８９年３月から１９８９年１０月の間に,富山県水産試験場漁業指導調査船立山丸によって富

山湾でマス流し網で漁痩されたサクラマス（回遊期)，富山湾沿岸の定置網などで漁獲されたサク

ラマス（接岸期），神通川で４～６月に漁獲されたサクラマス(遡上期)及び神通川さけ．ますふ化

場で採卵，採精に使用されたサクラマス(産卵期）合計１２９尾を寄生虫検査に供した。

供試サクラマスは生鮮のものはそのまま，冷凍保存してあったものは解凍後,魚体を三枚におろ

し，魚肉をすべて薄切し，魚体毎のプレロセルコイドの寄生の有無と寄生数を記録した。

なお，本研究は北海道中央水産試験場及び北海道立水産瞬化場と共同で実施した。

【結果の概要】

１）１９８９年３月から１９８９年１０月の間に,富山県水産試験場漁業指導調査船立山丸による流

し網で漁獲されたサクラマス２９尾，富山湾の定置網などで漁獲されたサクラマス３０尾，神通川

で４～６月に漁獲されたサクラマス３０尾，神通川さけ．ますふ化場で採卵･採精に使用されたサ

クラマス４０尾合計１２９尾を検査に供した。

２）３～４月に富山湾沖合及び沿岸で漁獲されるサクラマスには神通川に回帰するものと回遊経路

の異なると考えられる小型魚が多く含まれるが，両者ともに広節裂頭条虫の寄生は認められな

かった。

３）４～６月に神通川に遡上するサクラマスには広節裂頭条虫の寄生が認められ，その寄生率は神

通川遡上期のものは１６．７％，神通川さけ。ますふ化場での産卵期のものは５％であった。回

帰サクラマスは北方水域を回遊してくるので，回遊経路のどこかで広節裂頭条虫の寄生を受ける

ものと考えられた。

なお，結果については平成元年度魚病病原体の起病性の研究（サクラマスにおける広節裂頭

条虫の寄生実態調査）として印刷公表される予定である。

【調査結果等登載印刷物】

なし
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Ｘ資源培養管理対策推進事業

1．資源培養管理対策推進事業（天然資源調査）

土井捷三郎

【目的】

ホッコクアカエビに関する生物特性及び資源特性を明らかにし，将来において，漁業規制など

漁業形態に変化をもたらした場合の漁狸量などの動向を新潟モデルを用いてシュミレーション計

算し，適正な資源管理の方法を検討する。

【項目内容及び規模】

調査項目

漁船用船調査

標本船調査

市場調査

調査の内容

実操業船の漁獲

物及び投棄物の

実態を明らかに

する，

当該漁業全体に

ついて実態を明

らかにする

水揚げ漁護物の

実態を明らかに

する

調査の規模

小型底曳網・どち網の２漁業について用船し，季節

別，漁業別の操業を行い，漁獲されるエビ，混痩及び

投棄物について調査する。

1．岩瀬，新湊地区の底曳縄滑川のごち網を３カ月

に１回， ３日間用船し，操業する。

2．漁痩エビ，混痩及び投棄物について，分類測定を

行う◎

小型底曳網・どち網・えび・ぱいかご漁業を行う漁

船に漁痩日誌を配布しその内容を解析する。

1．上記３漁業種類について各地から標本船を抽出し，

漁獲日誌の記帳を依頼する。

2．内容は操業時間，操業位置，操業回数（又はかご

数） ， エビのサイズ別漁獲尾数，混痩種の種類及び

量

3．期間は９月の操業解禁からとする。

市場に水揚げされるエビについて，サイズ，重さ ，

卵数などを調べ，生物学的知見を集める。

１．測定及び観察項目……甲長，体長，体重，雌雄，

卵数，卵の発達状況，など

2．採集市場．．…･新湊，岩瀬，滑川，魚津，黒部

【結果の概要】

富山県内の市場で採集したホプコクアカエビの月別，地区別，銘柄別測定尾数を表－１及び２

に示した。また，投棄物に含まれていたホッコクアカエビの測定尾数についても，同表に示した。

漁業種類別漁痩量の経年変化および漁業種類別銘柄別漁狸割合の月変化を図－１及び２に示した。

－６８－



表－１１９８９年ホッコクアカエビ測定尾数（月別，地区別） (尾）

合計

月 計９１０１１１２１ ３２

混獲物及び投棄物の調査回数を表－３に示し，操業日誌等の配布状況を表－４に示した。今年

度は事業の開始年度であることおよび日本海北ブロックの申し合わせで，資料収集開始を９か月

からとしたために，内容の解析はすべて次年度に行う。

経田

魚津

滑川

岩瀬

新湊

投棄物

１５０

２０９

１２８

２５１

２０１

２２５

１６７

２２３

１６８

７５

２３５

１９８

１６７

８３５

１，４１６

１，３４７

１６７

３４１

３４７

１９２

２２４

１７６

１８２

１８７

1４２

２６５

3４１

３６ 5６５１９０２６２０６７

混獲物調査（水試）

〃（操業日誌）

投棄物調査（滑川）

合計1,054４２５６０９７６５５１３６１２４７４ 4，４５２

１５

実施中

７

表－２１９８９年ホッコクアカエビ測定尾数（月別，銘柄別）

１
○
１

銘柄子持ち大 小小混り 計中 小

１
○
１

月９
０
１
２
１
２
３

１
１
１

６
２
４
８
７
０
５

８
２
７
７
５
６
２

１
４
５
０
５
７
０

８
４
７
７
７
６
１

６
５
３
８
０
０
５

８
７
３
６
２
０
７

３
１
２
２
２
３
２

１００５
８
６
９
５
５
７

６
２
７
５
３
６
９

３
１
１
２
１
１

４
５
９
５
３
２
４

５
２
０
６
１
１
７

０
４
６
７
５
６
４

９１６
６
１
０
６
０
７

３
５
５
９
２
２
６

－６９－

７
○
１

４２２４０２１，１４８１，８５７１００３４６４，４５２

合計１０１０１０１０１０１０１０

２
２
３
２
１

表－３１９８９年混獲物及び投棄物調査

２
２
３
２
１

８９１０１１１２１２３計月

表－４操業日誌記入依頼先一覧
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２
３
２
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２
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２
２
３
２
１

１
○
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１
○
１
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２
２
３
２
１

湊
瀬
川
津
田

新
岩
滑
魚
経

Ｏ
Ｄ
Ｄ

曳
ご
ご

底
底
か
か
か

備考月 ９１０１１１２１２３

曳
網
網
ち
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２００

漁

獲

量１００

(ｔ）

§
かご漁業

§ どら網漁業

底曳網漁業

昭和5４56586062平成1

図－１富山県におけるホッコクアカエビの漁業種類別漁獲量

（水産統計資料）（種類別割合は推定値）
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図-2 ホッコクアカエピの銘柄別漁獲割合の月変化

【調査結果登織印刷物】
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水産庁補助事業.平成元年度広域資源管理推進事業報告書平成2年3月 富山県
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2．資源培養管理対策推進事業（栽培資源調査）

◎武野泰之・高松賢二郎

【目的】

各種漁業等による天然マダイ資源の利用実態を把握し現時点での資源特性値を得るとともに，

マダイ人工種苗の受益範囲・放流効果を明らかにして，マダイの資源の適切な管理培養方法を検

討するための基礎資料を得る。

【方法】

(1)市場調査（委託）

生地，黒部，経田，魚津及び氷見市場で市場職員に委託して，各市場での日別・漁法別・銘

柄別マダイ漁痩尾数及びチダイの漁護量を調査した。

(2)市場調査（県職員）

生地，黒部，経田，魚津，新湊及び氷見市場において，年令別の混痩尾数を推定するために，

漁法別に標識放流魚の再捕尾数を確認するとともに水揚げされているマダイの尾叉長を測定し

た。さらに，タイ類（マダイ，チダイ．キダイ）漁獲量に占めるマダイの重量割合を求めるた

めにマダイ，チダイ及びキダイの漁痩尾数を調査した。

(3)標本船調査

黒部，石田，経田，魚津及び氷見漁協所属の定置網４統，刺網４隻，船曳網２統及び地曳網

２統に操業日誌の記帳を依頼した。

(4)遊漁船調査

地区別に遊漁案内漁船名簿を作成するとともに，遊漁案内業を営む漁業者から遊漁によるマ

ダイ漁獲実態を聞き取った。

（５）受益実態調査

富山県栽培漁業センターで生産され,魚津市地先で荊晋i育成されたマダイ０才魚の５０，０００尾

（平均尾叉長６６．４”）の背鰭疎を切除し、そのほかの２，８００尾（平均尾叉長９５．９麺）には

アンカータグを装着して６９月１３日に魚津市地先に放流した。

【結果の概要】

（１）市場調査（委託）

５市場（生地，黒部，経田．魚津及び氷見）から報告されてきたマダイ及びチダイ漁穫尾数

を季節別・漁法別に集計した結果はゥ表－１及び２のとおりであった。

漁法別のマダイ漁護報告尾数で，定置網での漁痩割合が８７％を占めていることが特徴的で

あり，刺網は６％，吾智網は５％．釣り及び地曳網はそれぞれ１％であった。

マダイ漁狸尾数は８～１１月にかけて各旬ごとに約４，０００～９，０００尾ずつ漁獲されているが．

１２月中旬からは急激に増加している。

８～１１月にかけてはまとまったチダイの漁痩はないが.１２月中旬から黒部，経田及び魚津

で大量に漁獲されている。氷見はチダイの漁狸が少ない地区であった。

－７２－



(2) 市場調査(県職員)

6市場(生地.黒部.経団.魚津.新湊及び氷見)において水揚げされている延べ11.880 

尾のマダイの尾叉長を測定した結果は.図-1及び2のとおりであった。尾叉長組成は年級群

分解の基礎資料とした。

(3) 標本船調査

操業日誌の解析は現在実施中である。

(4) 遊漁船調査

漁業者から遊漁によるマダイ漁獲実態調査を取き取ったところ.多くの尾数は捕られていな

いと言うことであったが.尾数の実態については不明のところがあるため.実績解明が今後の

課題となったo

(5) 受益実態調査

標識魚放流直後から平成2年3月31日まで 6市場で調査を延べ 122巨桁ったところ，魚

津市場でのみ背鰭練切除魚を確認したが.その他の市場では確認されなかった。魚津市場に水

掲げされている当才魚と推定されるマダイは49尾であり.そのうち13尾が標識魚で混獲率は

26%であった。

標識魚の再捕報告があったのは背鰭練切除魚が2例，アンカータグ装着魚が179例であった。

刺網で再補された割合が62.5%と高く.放流地点から 5km以内でほとんど再捕された。表ー

3にア γカータグの漁法別再捕報告結果を示した。

表-1 8・g月における漁法別・地区別・漁獲報告集計結果
漁法名定置網

銘柄区分 生 地 黒 部 経 田 魚 津 氷 見 ぷEhZ• 計

'“' 9 an 197 20 329 13 2，270 2.829 

10-19cm 11.062 1.821 847 697 21.112 35.539 

20-29 cm 1.997 1.170 308 128 2.770 6，373 

30-39 an 105 76 9 3 191 384 

4 0 an以上 13 4 3 1 6 27 

マダイ合計尾数 13.374 3.091 1.496 842 26，349 45.152 

チダイ尾数(尾) 。 69 75 1，753 156 2.053 

チダイ重量 (kg) 。 2.387 。 。 。 2.387 
漁法名刺網

銘柄区分 生 地 黒 部 経 田 魚 津 氷 見 iロlo. 計

a、- 9cm 。 10 39 16 。 65 

10-19an 2.470 85 212 320 85 3.172 

20-29an 536 33 49 49 53 720 

30-39an 65 4 1 1 2 73 

4 0 an以上 10 。 。 。 。 10 

マダイ合計尾数 3.081 132 301 386 140 4.040 

チダイ尾数(尾) 。 30 7 149 。 186 

チダイ重量 (kg) 。 。 。 14 。 14 
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漁法名船曳網

銘柄区分 生 地 黒 部 経 回 魚 津 氷 見 メ日~ 計

'“' 9cm 。 165 225 。 10 400 

10-19cm 。 686 1.715 334 。 2.735 
20-29cm 。 25 51 11 。 87 

30-39cm 。 。 。 。 。 。
4 0 cm以上 。 。 。 。 。 。
マダイ合計尾数 。 876 1.991 345 10 3.222 

チダイ尾数〈尾〉 。 274 1 。 。 275 

チダイ重量 (kg) 。 73 。 。 。 73 

漁法名地曳網

銘柄区分 生地 黒部 経 田 魚津 氷 見 メロL 計

.‘・， 9cm 。 。 。 。 53 53 

10-19cm 401 。 。 。 137 538 

20-29cm 65 。 。 。 2 67 

30-39cm 4 。 。 。 。 4 

4 0 cm以上 。 。 。 。 。 。
マダイ合計尾数 470 。 。 。 192 662 

チダイ尾数〈尾) 。 。 。 。 。 。
チダイ量量 (kg) 。 。 。 。 。 。

漁法名延縄・釣り

銘柄区分 生 地 黒 部 経 田 魚津 氷見 合計

9侃 。 。 。 。 。 。
10-19cm 。 125 。 。 。 125 

20-29cm 13 234 。 。 。 247 

30-39cm 33 73 。 。 。 106 

40側以上 77 25 。 。 。 102 

マダイ合計尾数 123 457 。 。 。 580 

チダイ尾数〈尾〉 。 53 。 。 。 53 

チダイ重量 (kg) 。 10 。 。 。 10 

注-1 生地には県外定置網分(青海・糸魚川)を含む。
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漁法名地曳網

銘柄区分 生 地 黒 部 経 田 魚 津 氷 見 d日:... 計

'“' 9cm 。 。 。 。 。 。
10-19cm 。 70 。 。 。 70 

20-29cm 。 810 。 。 。 810 

30-39cm 。 10 。 。 。 10 

4 0 cm以上 。 1 。 。 。 1 

マダイ合計尾数 。 891 。 。 。 891 

チダイ尾数〈尾〉 。 20 。 。 。 20 

チダイ重量 (kg) 。 501 。 。 。 501 

漁法名延縄・釣り

銘柄区分 生 地 黒 部 経 田 魚 津 氷 見 JロL 計

a、- 9cm 。 。 。 。 。 。
10-19cm 628 17 。 。 5 650 

20-29cm 259 21 。 。 。 280 

3 0 - 3 -9 c1ll 19 9 。 。 。 28 

4 0伺以上 18 3 。 。 。 21 

マダイ合計尾敏 924 50 。 。 5 979 

チダイ尾数〈尾〉 。 。 。 。 。 。
チダイ重量 (kg) 。 。 。 。 。 。
注-1 生地には県外定置網分〈青海・糸魚川〉を含む。

注-2 黒部の 12月分には一部来集計が含まれる。

表-3 g月13日に魚滞市地先て放流されたアンカータグ装着魚の漁法別再捕報告結果

漁 法 jU 再 捕 尾 数

経過月数 総再捕尾数
沖底曳合網 小底型曳型網 延〈釣縄) 定置網 刺網 吾智網 その他

。 88 26 59 3 

1 26 18 6 2 

2 35 18 17 

3 15 15 

4 6 6 

5 9 9 

6 。
合計 179 62 112 5 

構成比(%) 34.64 62.57 2.79 
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10--12月に水掲げされたマダイの尾文長組成
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E 深層水の立地条件に基づく有効利用技術に関する研究

本研究は.研究課題名「海洋深層資源の有効利用技術の開発に関する研究J(第E期〉として科

学設術庁科学技術鑑興調整費によってなされた。

大項目名 深層水の立地条件に基づく有効利用技術に関する研究

中項目名

小項目名

担当項目名

洋上における深層水利用技術に関する研究

海成実験による肥沃化創出銭術に関する研究

実験海域を中心とした富山湾の海洋環境に関する研究

1. 実験周辺海成海洋観測

2. 付着生物・漠類相調査

3. 魚群分布調査

1. 実験周辺海域海洋観測

【調査の目的】

若林洋

散布実験中の実験周辺海域の海洋観測を行うことによって，散布実験による水質環境への影響

の有無とその範囲を把橿する。

1) グPッド調査

〈調査の方法〉

調査船「はやっき」により調査定点にて表層水の測温及び採水を行い，試水は持ち帰り後分

析に供した。

(調査日〉

第1回平成元年8月4日，第2回同年9月5日

〈調査定点〉

散布実験周辺海域に設定した 16定点とした〈図-1)。なお定点の間隔は1.5 kmである。

(第1回.1， 7， 13を除く，第2回 6，12， 18を除く〉

(調査項目〉

水温 現場にて測定

塩 分 持ち帰り後サPノメータで測定

クロロフィル-a一一一一持ち帰り後盛光法で測定
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il）散布水拡散調査

（調査の方法）

ウラニン染料散布時に撮影された航空写真をドラムスキャナーでＲ（６００～７００ｎｍ），Ｇ

（５００～６００ｎｍ）及びＢ（４００～５００nｍ）の３バンドに分け，デジタルデータとしたもの

のうちＧバンドを用い，散布水の拡散状況を解析した。

なお，本調査は国立富山商船高等専門学校教授石森繁樹氏の協力を得て実施した。

（調査日）

平成元年９月５日

【結果の概要】

実験周辺海域（調査海域）では，散布水の影響は，散布口付近で見られたが，周辺では顕著な

形で確認されなかった。

染料雲は，約１０cm､／8の流速で東北東へ移動した。また，その拡散係数は104オーダー(cmi/も）

であった。

2．付着動物・藻類相調査

藤田大介

【目的】

実験海域及び深闇水取水装置に出現する付着動物・藻相類を把握するとともに，深層水の散布

・停止に伴うこれらの生物相の変化を明らかにする。さらに有用な付着動物・藻類について，深

層水を用いた増殖の可能性を深る。

【方法】

６月２９日，７月７日及び２７日に３０醜四方の付着板２種類（滑面及び粗面）を垂下し,水深

別（０，５，７０，２００及び３００ｍ）の付蓋生物を調べたほか，散布の前後（各表層及び５ｍ）

の生物相の比較を試ふた。

７月２４日にミル，アカモクウマクサ及びマコンブを網カゴに入れて深層水散布域及び非散布

域の水深５ｍに垂下して生長量を比較したほか，７月２４日に取水装置上に設置した水槽内で汲桑

上げ直後の純深圃水を用いて低温のまま北海道産マコンプ幼体の流水栽培を行った。

８月２１日に３０”×２０唖の枠取りによって，係留ブイ（側面及び底面）及び取水管（０，１０

－８０－



及び２０ｍ）の付着動物及び藻類相を調べた。

【結果の概要】

設置した付着板のうち６月２９日設置分の全部及び７月２７日設置分の一部が台風により流失

した。７月７日設置分は８月２９日に，７月２７日設置分は９月７日に回収した。水深別にふる

と，０～７０ｍではオベリナ類及び端脚類が多く出現し，水深５ｍの粗面付着板にはタテジマフジ

ツポも見られたが，水深１００ｍ以深のロープ及び付着板には全く生物が着生しなかった。台風に

よる付着板流失のため，深層水の散布或は停止による影響は調べられなかった。

網カゴを用いた垂下実験ではアカモクは深層水散布域でマクサは非散布域で生長が良かった。

マコンブ及びミルについては散布域に垂下した網カゴが流失したため比較できなかったが，マコ

ソブは付着器を残して枯れた。純深層水によるマコンブの流水培養実験では末枯れも起こらず，全

長で約１”／日の割合で成長した。

係留ブイ及び取水管上には藻類１２種と動物１９種が出現した。優占種は係留ブイの側面でタ

テジマフジツポ，底面でシロポヤ，取水管ではいずれの水深においてもアカフジツボであった。

荒天により取水管のビデオ撮影はできなかった。

【共同調査研究機関】

なし

[調査結果登載印刷物等】

深水層で栽培したら真夏でもコンプガ伸びた！！富山湾におけるコンブ養殖の可能性

富水試だより４７富山水産試験場

富山湾深層水によるマコンプ栽培試験藻類３８(1)９１平成２年３月日本藻類学会

3．魚群分布調査

今村

【目的】

実験海域周辺の漁業実態聞取り調査と計量魚群探知機による魚群分布調査を行い，

実験の漁業への影響を推察する。

①漁業実態聞取り調査
－８１－

明

深層水散布



【方法】

実験海域周辺における操業実態や漁獲量等を漁協等から直接聞き取り，それらを散布前後や漁

況の連続性について，比較検討した。

【結果】

実験海域周辺における漁業実態については，漁業櫨漁業，知事許可漁業及び自由漁業に区分し

て取りまとめた。沿岸浅海域は定置網漁業〈漁業権漁業〉が中心で，散布洋上施設付近は底刺し

網漁業(知事許可漁業〉とたらはえなわ漁業(自由漁業〉の利用頻度が多く，時期によってはか

どなわ漁業(知事許可〉や雑刺し網漁業(自由)も出漁していた。また，操業船は氷見地区ばか

りでなく新湊，滑川，七尾の各地区の漁船も出漁していた。

実験海域周辺の沿俸を氷見地区と七尾地区に区分して 7月1日から9月15日までの日別魚種

別漁獲量を聞取った。地区別魚種別漁獲量の旬計で10トγ以上あったものは， マアジ，カタク

チイワシ，シイラ，フクラギ及びスルメイカであった。これらの漁獲量の日変動や連続性を漁業

者間取り調査とあわせて検討した結果，散布実験にかかわる特異的なことはなく，直接的な漁況

の変化はみられなかった。

②魚群分布調査

【方法】

調査船「はやっき」の計量魚群探知畿(FQ-70古野電気臨)を用いて，実験海織に航走線

( 3線各4.2マイル 3線各2.2マイル〉を定め，散布前 (2回)，散布中(4回)， 散布後

( 2回〉合計8回を計測して魚群の分布データを収集し，演算処理装置(FQ-75)で10-20m 

20-30m， 10-50m等のいろいろな積分周と積分周期を組合せてsv値等から魚群量を算出し
て，散布実験にかかわる実験海域周辺の魚群の分布量を比較検討した。

なお，各種音響パラメータは富山湾て制がないので，マユュアルで設定した。また演算処理中

はエコー記録とsv値を照合しながら海底や気泡等の誤差をできるだけ排除し，sv値を決定した。
( SV……単位体積当り平均後方散乱強度〉

【結果】

算出した計8回のsv値はー50--80の範囲内にあった。これらのsv値は，エコー記録から
判断して 100m前後までの魚群の分布を相対的に比較検討することが可能と判断されたので， s 
v値の相対水平分布図と相対断面図を求めたが，魚群量の顕著な濃淡や海域差はあまり認められ
なかった。この魚群分布の比較結果は，魚群の時空間的同時性や持続性を加味することができな

いこと，及び散布実験の肥沃化にかかわるレベルが漁況の変化につながることを推察することは

できないことを示したo

以上のことから，今回の散布実験が漁業に及ぼす影響を推察する手法に問題があるものの，直

接的な漁業活動への影響は認められなかった。
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Ⅲ魚類雌性発生技術確立試験

宮崎統五

【目的】

雌化サクラマス及び不稔３倍体サクラマスを効率良く生産する技術を確立するために，精子の

染色体不活化，染色体倍化及び性転換操作における最適処理条件を明らかにするとともに，これ

らのサクラマスの生物学的特性及び生理学的特性（血液性状，酵素活性等）について検討し，増

養殖用種苗としての適性を明らかにする。

【方法】

１．第２極体放出阻止による染色体倍化試験

サクラマス卵を雌親魚１尾から採取してサクラマス精液で媒精し，１０℃の水中で１０分間

放置した後約１００粒ずつに分け，２８℃で6,10,14,18及び２２分間，２９℃及び３０℃では４，

６，８，１０及び１２分間，３１℃及び３２℃では2,4,6及び８分間処理した｡その後ふ化水槽に収容

し，各区のふ化数を調ぺるとともに，ふ化稚魚の赤血球を観察して３倍体数を調べ，３倍体作

出割合〔（ふ化数／供試卵数）×（３倍体数／検査尾数）×１００〕を求めた｡本試験は３回繰

り返し，３倍体作出割合の平均値と標準偏差を比較することによって最も効率的な染色体倍化

条件を検討した。

２．性転換試験（ニセオス作出試験）

全雌サクラマスを用い，ふ化直後から浮上までの間メチルテストステロン（ＭＴ）０．００１，

０．０１，０．１及び1.0”／必の水溶液中に0,2,5,11及び２３日の間隔で２時間浸潰し，浮上後

６０日間はＭＴ１噸/k9dietの配合飼料を投与した。その後約1年令となった時点で供試魚の腹

部を圧迫して排精する個体の割合を調ぺた。

３．精子染色体の不活化試験

サクラマス精液を２×106細胞／城に調整し，内径１“長さ２０”の石英管の内部を１２か

ら９０秒間で通過させながら，石英管から５“の円周上に１０Ｗの殺菌灯3本を等間隔に設置し

て紫外線を照射した（石英管の表面における紫外線強度は1.2から１．７座w／減）後，１０倍に

希釈してサクラマス卵に媒精した。対照としては同じ精液を用い，紫外線を照射しない石英管

内を通過させた後，同様にしてサクラマス卵に媒精した。その後供試卵をふ化槽に収容し，発

眼率及びふ化率を調ぺた。

４．種苗特性評価試験

（１）不稔３倍体サクラマスのストレス応答試験及び抗病性試験

不稔３倍体サクラマス(１＋）２０尾を用い，ＭＳ２２２による繰り返し麻酔及びハンドリング

のストレスを与え，1,3,5及び７回目の麻酔ごとに５尾ずつを採取して採血し，血清中のグ

ルコース濃度をストレス応答の指標として調ぺ，平均値を対照の２倍体魚と比較した。

３倍体サクラマス５尾の腹腔内にウサギ赤血球を3.3×106細胞/'魚体注射し、５日後に採
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血して 50%溶血索価を測定し，同様に処理した対照魚の50%溶血素価と此鮫することによ

って抗体産生能力を調べた。

(2) 全雌サクラマスのストレス応答猷験及び抗病性試験

3倍体の試験と同様にして 5回の麻酔を繰り返して行い 1，3及び 5回目の麻酔時に採

血し，血清中のグルコース濃度をストレス応答の指標として調べ，平均値を対照魚と比較し

Tこ。

抗病性試験については9尾の全雌サクラマスを用い 3倍体の試験と同様の方法で50%

溶血索価を測定した。

【結果の概要】

1. 第2極体放出阻止による染色体倍化試験

試験の結果を図 1に示した。平均3倍体作出割合は， 2.8"C 14分処理72.5士SD7.13各， 29 

"c 10分処理の55.7土SD 22.06%， 32"C 4分処理55.6士SD 22.9 %， • 30"C 8分勉理53.4土

SD 13.13 %及び 31"C6分処理51.0 :t: S D 39.22 %の臓で高かった。このことによって，第2

極体放出回止法を用いて雌性発生魚や3倍体魚などを作出する場合には， 28"C 14分処理が最

も効率的で安定的な染色体倍化方法であることが分かつた。

2. 性転換試験(ユセオス作出試験〉

試験の結果を表1に示した。生残魚数に対する排精個体数の割合同 MT0.0011119/ i.，浸潰2

日間隔群で27.8%，0.011119/ i.，浸潰5日間隔群で33.3払 0.11111J/ i.，浸潰 11日間隔群で25.0

%， 11119/ i.，浸潰23日間隔

群で30.8%であり，他の群

ではこれらより低かった。

これらの供試魚は飼育を

継続しているので，今後の

成熟状況を調べることによ

って最適なMTの投与方法

が明らかになるものと考え

られる。

3. 精子染色体の不活化試験

試験の結果を図2に示し

た。試験区の発眼率は50 

から60%で，紫外線の照

射時聞が長くなっても大き

な変化はみられず，発眼し

た卵のほとんどは正常にふ

化した。また対照区の発眼

覧

100 

50 

o 
o 10 20 

処理時間〈分〉

図-1 サクラマス受精卵を温度と時聞の組み合わせを変左て
処理じたときの3倍体作出割合〔品化叡/供 数〉
X(3倍体数/検査尾数)XI00) 

Oは28"C.・は29"C.ロは却"C..は31"cおよびゐは
32"Cの処理を示し，縦線は標準偏差を示す。
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表－１全雌サクラマスを，ふ化から浮上までの間，メチルテストステロン（ＭＴ）溶
液に濃度と間隔を変えた場合の１２ケ月令での雌化状況

瀞”零
浸漬
間隔
(日）

諏
度
の

唖
濃
”

３ケ月令ま
での生残数
（％）

１２ケ月令で
の排精個体
数（Ｂ）

12ケ月令ま
での生残数
（Ａ）

供試

尾数

０．０１

生残魚は全
て雌である

ことを解剖
によって確

認

2６（44.8）

3０（５１．７）
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＊：事故により生残個体数減少

率はいずれも約６０％でｂ試験区の発眼率と大きな差はふられなかった｡これらの結果は，精

子の染色体は紫外線の影響をほとんど受けていないことを示しており，今回用いた方法では精

子の染色体不活化には不十分であることが分かった。

4．種苗特性評価試験

（１）不稔３倍体サクラマスのストレス応答試験及び抗病性試験

ストレス応答試験の結果を図３に示した。不稔３倍体サクラマスの血清中のグルコース濃

度は，１回目の麻酔時では約８０”／ｄｚであったが，７回目の麻酔時には約１３０噸／“まで

上昇した。一方，対照２倍体魚の血清中のグルコース濃度も同様に上昇し，ｔ検定では両者の

間には有意差は認められなかった。しかしいずれの麻酔時においても３倍体のグルコース濃

度の平均値は対照区より０．５から１８，，／“高かった。

抗病性試験の結果を表２に示した。不稔３倍体の平均溶血素価は102.2士ＳＤ43.08.画対

－８５－
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照の110.5士SＤ38.37と有％
痔雲‘､麺諾酌か割らｰ.‐１０１ △仁意差は認められなかった。

(2)全雌サクラマスのストレ

ス応答試験及び抗病性試験

ストレス応答試験の結果

を図４に示した。全雌サク

ラマスの血清中のグルコー

ス濃度は１回目の麻酔時で

は約90ｍｇ／ｄｚであったが，

５回目の麻酔時には約１３０

噸/d必まで上昇したが，対

照魚の血清中のグルコース

濃度も同様に上昇し，両者

の間にはｔ検定では有意差

が認められなかった。

トー＜＝=ぐ

５

なお，対照区の血清中の０５０ ９０

グルコース濃度の平均値の照射時間（秒）

差はいずれの採取時でも約
図－２サクラマス精液を,石英管中を通過させなが

3,2／“で，３倍体の試験ら,時間を変えて紫外線照射し･サクラマス
卵に媒糟したときの発眼率及びふ化率

で翠られた差よりも小さか ○は照射区の発眼率，●は対照区の発眼率ｂ

った。▲は石英管内通過をさせなかった対照区の発眼
率ｂ□は照射区のふ化率，■は対照区のふ化率

抗病性試験の結果を表３及び△は石英管内通過をさせ力かつた対照区のふ
化率を示す。

に示した。全雌サクラマス

の溶血素価の平均値は９７．４士ＳＤ47.78画対照の110.5士ＳＤ38.37との間に有意差は認

められなかった。

表－２不稔３倍体サクラマスの腹腔内にウサギ赤血球
を注射して５日後に測定した溶血素価

区分

不稔３倍体

対照２倍体

供試尾数

５

1１

平均値

102.2

110.5

－８６－

ＳＤ

４３．０８

38.37



血牌中のグ

蛍献月

工
１３５７

麻酔回数

図－３フド稔３倍体サクラマスの麻酔及びハ
ンドリングに対するストレス応答試
験結果

供試魚をＭＳ２２２を用いて繰り返し麻酔
し，１，３，５及び７回目に５尾ずつを取り上
げて血清中のグルコースを測定

○は不稔３倍体サクラマス，●は対照サク
ラマスを示す。

血講中のグ
ルコース蚤
度(qβ/dと）

、 ３５

麻酔回数

図－４全雌サクラマスの麻酔及びハンドリン
グに対するストレス応答試験結果

供試魚をＭＳ２２２を用いて繰り返し麻酔
し，１，３及び５回目に５尾ずつを取り上げ
て血清中のグルコースを測定

○は全雌サクラマス，●は対照サクラマス
を示す。

表－３全雌サクラマスの腹腔内にウサギ赤血球を注射して
５日後に測定した溶血素価

区分

全雌魚

対照魚

供試尾数

９

１１

平均値

９７．４

１１０．５

ＳＤ

４７．７８

３８．３７

【結果登載印刷物】

平成元年度地域バイオテクノロジー等新技術共同研究等報告概要書水産庁
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皿秋さけ漁業調整対策事業

◎野沢理哉．今村明．林清志
【目的】

沿岸漁業の振興を担う重要な資源となっている秋さけについては，産卵回遊に関する生態待性

が十分に解明されていないために，その漁痩及び再生産用親魚の確保をめぐる漁業調整上の問題

が提起されている。そこで，定置網で採捕された回帰秋さけ親魚を標識放流し，沿岸・河川等で

再捕された結果を定性的，定量的に解析することにより，産卵回遊期における回遊経路，回遊時

期，回遊量等に関する資料を整備し，もって，合理的な秋さけ資源の管理及び漁業調整に資ずる。

【調査方法】

県水産漁港課は，秋さけ標識放流調査検討会及び啓蒙活動等を分担し，水試は標識放流調査を

分担した。

１．放流場所

本県西部に位置する高岡市太田地先の鎌岩小型定置網で採捕された秋さけに標識を装着した。

放流は当該定置網より約3.0腕沖合の地点で行った。

２．旬別放流尾数

，０月下旬に６尾，，，月上旬に７尾，１１月中旬に８尾，１１月下旬に１３尾，計３４尾に標

識をつけて放流した。

【結果の概要】

(1)本調査で放流した３４尾の秋さけのうち再捕されたのは８尾（再捕率２３．５％）で,富山県内

でのゑ再捕された。このうち沿岸での再捕は４尾で，河川での再捕は４尾であった。

(2)標識魚の放流から再捕までの期間における成熟度の変化は，Ａブナのうち２尾が５日間以内

にＢブナに変化し，１尾が１０日間でＣブナに変化した。Ｂブナ１尾は１３日間でＣブナに変化

した。ｃブナは再捕されなかった。また，標識魚が河川内で再捕されるまでに経過した平均日

数を成熟度別で承ると，Ａブナ4.7日，Ｂブナ１３日であった｡なお,成熟度変化については，

再捕者による成熟度判定に個人差がかなりあることが考えられるので，今後とも資料の蓄積が

必要である。

(3)標識魚の５０％が南叉は西方向に３０跡以内の移動をした。また,北方向へ移動した標識魚は

１０勘以内でかつ翌日までに再捕された。再捕された８尾中７尾は１０日以内に再捕され６７尾

中３尾は河川内で再捕された。このことから県西部の海域へ来遊した秋さけの４割程度は１０

日以内に湾内の河川に遡上するものと推測された。
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(4)本県の東部沿岸海域で漁獲される秋さけのほとんどが東部沿岸より西方向に移動し，富山湾

内の東部，中部沿岸海域へ回遊して河川へ遡上することが明らかになっている。本年度の調査

では，北方向へ移動して再捕された標識魚は，すべて翌日に再捕されて移動距離も短く，より

沿岸域へ移動している。南方向へ移動した標識魚はすべて河川で再捕されている。再捕された

標識魚はすべて県中部，西部域で捕狸され東部域での再捕はなかった。このことから平成元年

度に本県西部沿岸域に来遊した秋さけのほとんどが庄川もしくは神通川由来のものであろうと

推測された。

(5)本事業の昭和６２．６３年度及び平成元年度標識放流調査，昭和５５～５８年に県東部沿岸海

域で行った標識放流調査等の再捕結果から，県沿岸海域で漁獲される秋さけのほとんどは県内

の河川から降海したものと推測された。

【調査結果登載印刷物等】

平成元年度秋さけ漁業調整対策事業報告書平成２年３月富山県
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Ⅳ地域特産種増殖技術開発事業

高松賢二郎・武野泰之・◎藤田大介

【目的】

富山県に適したサザエ増殖技術の開発を目的とし，種苗生産（富山県栽培漁業センター担当）

及び資源添加（水産試験場担当）の技術を確立する。

【方法】

１．漁業実態調査

富山農林水産統計年報を用いて漁獲量の推移を調査した。漁獲物については漁獲数を調べた

ほか，殻高，蓋径，体重及び部位別重量を計測した。

２．中間育成試験

６月から８月にかけて大境漁港内に鰻用ピク（給餌型）及びプラスチックネットを用いて作

成したスライド式網カゴ(天然餌料給餌型）の２施設を設置し,殻高１０～１５”の稚貝を中

間育成した。

３．放流環境調査

昨年度にひき続いて氷見市大境の漁港防波堤及び魚津市青島地先の２地点でスキューバ潜水

によって刈り取り調査を行い，海藻現存量を調べた。また大境漁港防波堤及び小境人工礁に網

カゴを設置し，い集した肉食動物の種類と捕獲数を調べた。

４．稚貝放流実験

５月と９月に大境漁港防波堤，大境海食洞地先及び小境人工礁の昨年度放流稚貝の全数再捕

調査を行った。本年度の放流は９月に大境漁港防波堤へ殻高１２．３”稚貝を２２，０００個，小境

人工礁へ殻高１６．０”稚貝を７，６００個，１２月に魚津市青島地先のマクサ群落へ殻高15.5”稚

貝を１９．０００個放流し，大境漁港防波堤及び小境人工礁で毎月１００個ずつ再捕し成長を調べ

た。

５．稚貝飼育実験

摂餌試験はマクサ，オバクサ，イバラノリ，トケイギス，ホソユカリ，ベニイワノカワ及び

フタツガサネについて行った。種別の試験ではマクサからホソユカリまでの５種を５１ずつ別

々にポリ瓶に入れ，殻高１５”の稚貝２０個体を通気しながら飼育し一定期間後に各餌料残存

量を調べた。残りの２種については付着基質毎投与し，摂餌の有無のゑを観察した。餌料選択

試験はマクサ，オバクサ及びイバラノリ３１ずつを稚貝の入ったポリ瓶に入れて同様に行った。

マクサについては月１回網カゴで殻高１０～２０”のサザエ２０個体に１０１，３０～４０”１０

個体に１０１，５０～８０”５個体に２０１のマクサを２日間与えて残存量を調べ，摂餌量の季

節変化を調べた。

捕食試験ではマダコ，ヒライソガニ，イシガニ，フタバペニツケガニ及びベラについて行っ

た。マダコについては１２月から１月にかけて流水式屋外コンクリート水槽に３個体入れて殻高
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１０～５０”のサザエ各１０個体を投与し，そのほかの動物については６～７月に通気したガラ

ス水槽に２個体ずつ入れ，それぞれ２～１５麺のサザエ１０個体ずつ投与して,残存個体数を調

べた。

染色試験では昭和６１年度採苗稚貝をアリザリンコンプレクソン，アリザリンレッドＳ，アリ

ザリングリーンＧ，アリザリンバイオレット３Ｒ及びアリザリンブルーＳの各水溶液（２００

噸／‘）に１日浸演し，２ヶ月間着色状況を調べた。

【調査結果及び考察】

１．基礎調査

富山県では最近石川県能登地方から氷見地区への移入量が増加しているほか,昭和62年から

県内漁獲量が急増している。漁獲盛期５～８月のサザエでは可食部の足部肉重量が体重の２０

％弱であった。また生殖腺重量の割合は７月に最高となった。魚津漁協市場では氷見漁協市場

より小型個体が出荷されていた。魚津漁協市場では夏と冬にサザエの漁獲のピークがあったが，

宮崎浦漁協では７月と８月に集中していた。

２．中間育成試験

海中中間育成試験を行ったところ，マクサを与えた給餌型の鰻用ピクでは殻高11.4”の稚貝

が６月から８月まで死もなく１６．２”まで成長し,好成綬が得られた｡天然餌料利用型のスラ

イド式網カゴでは網の一部が破損し稚貝が散逸したうえ，稚貝に適した餌料が利用されなかっ

た。

３．放流環境調査

大境漁港防波堤では５月と９月に海藻現存量のピークがあり，マクサとオバクサは周年，ホ

ソユカリは夏季にのゑ生育していた。微小藻ではフタツガサネ及び』γacA,zojdeso……，殻

状藻では無節サンゴモ類やベニイワノカワも見られた。魚津市青島地先では５月と８月に海藻

現存量のピークが認められた。年間平均現存量ではヘラヤハズ，マクサ，シワヤハズ，ミヤペ

モク，ペニスナゴ，アナアオサがこの順で多く，岸から沖に向かって，ペニスナゴ，ミヤベモ

ク，アナアオサ，ツノマタ，ユナなどの混成群落，ヘラヤハズ・シワヤハズ群落，マクサ群落

及びクサノカキ群落の４つの海藻生育帯が認められた。大境漁港と小境人工礁では網カゴを用

いて肉食動物のい集状況を調べた。肉食動物では大境漁港及び小境人工礁の両地点ともイシガ

ニが最も多く，マダコ，クロソイ，アイナメ，クサフグなどがこれに次いだ。

４．稚貝放流調査

６３年度放流貝は放流１年後に殻高増加量，体重増加量及び再捕率がそれぞれ大境漁港防

波堤で２３．９”，２４．６１及び５３．６％，小境人工礁で１７．２mm，１５．２１及び４７％,大境海食

洞地先で１２．６麺，１２．３１及び8.4％で,いずれの値も大境漁港防波堤で最も大きく，小境人

工礁がこれに次いだ。元年度は小境人工礁（大型群）の方が大境防波堤（小型群）よりも成長

が良かった。

５．稚貝飼育試験

－９１－



紅藻５種についての種別摂餌試験ではイバラノリが最もよく食べられ，トケイギス，マクサ，

オバクサがこれに次いだが，ホソユカリはほとんど食べられなかった。餌料選択実験でもイバ

ラノリが最もよく食べられた。また稚貝はベニイワノカワ及びフタツガサネをも摂餌すること

がわかった。殻高別にマクサを投与した周年試験ではいずれの殻高も夏に摂餌が盛んであった

が，日間摂餌量は殻高カサ尽きいほど大きく，日間摂餌率は殻高が小さいほど大きかった。また

食道に取り込まれるマクサ破片は口の大きさや口器内諸構造の発達に伴って大きくなることが

明らかになった。紅藻４種の各メタノール抽出物及びその分画物についてアピセル板法と薄層

クロマトグラフィーによって摂餌刺激物質の検索を行ったところ，マクサ，オバクサ及びイバ

ラノリには摂餌刺激物質として複合脂質ジガラクトシルジアシルグリセロールや６－スルホキ

ノポシルジアシルグリセロールが含まれていることが確認されたほか，ホソユカリについては

忌避物質を含む画分が見つかった。

肉食動物の捕食試験ではキュウセンが殻高２”，フタバベニツケガニが殻高２～１５”，イシ

ガニが殻高７麺及び１５“の稚貝を盛んに捕食することがわかった。マダコは主に殻高３０”程

度の貝を捕食したが，サザエよりもアワビ，キュウセン，イシガニなどを好むことが示唆され

た。

アリザリン系染色剤５種による標識試験を行ったところ，アリザリンコンプレクソン及びア

リザリンレッドＳでは貝殻がそれぞれ赤購色及び赤色によく染まり，アリザリングリーンＧで

は足盤及び頭部が緑色に染まった。これらの着色貝は少なくとも２カ月間は死亡もせず，各色

が判別可能であった。

【共同調査研究機関】

§綱大学農学部附属魚類餌料実験実習施設

【調査結果登載印刷物等】

１．平成元年度地域特産種増殖技術開発事業報告書（巻貝類グループ）平成２年３月富山県

水産試験場他７機関

２．漁港内に生育する紅藻のサザエに対する餌料価値の検討講演要旨集平成元年４月日本

貝類学会
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XＶ黒部湖における一般環境調査

◎若林信一・新井茂・松本良男
高松賢二郎・±井捷三郎・若林洋

【目的】

黒部湖における一般環境の現況及びヒメマス等の種苗放流後の生息状況を把握する。

【方法】

調査時期：

調査位圃：

理化学的環境調査：

生物環境調査：

魚族資源調査

元年７月２５日～７月２７日（理化学的及び生物環境調査は７月２６日に

行った。）

図－１に示した。

７定点において透明度，水温，ｐＨ，，．Ｏ､，濁度及びＣＯＤを測定した。

測定法は以下のとおりである。透明度（セッキー板），水温（電気水温

計），ｐＨ（ガラス電極法），，.Ｏ､（ウインクラー・アジ化ナトリウム変

法），濁度（積分球式光電光度法）及びＣＯＤ（日本水産資源保護協会編，

新編水質汚濁調査指針〔過マンガン酸カリウム１００℃２０分〕の方法）

によった。

３定点においてプランクトンネットＮＸＸ１３（口径４５”）２０，垂直

曳きにより動物プランクトンを採集した。

刺し網（３枚網）を水面下５０cmに設置し，魚類の採集を行った｡採集し

た魚類は魚種別，雌雄別に尾叉長，生殖腺重量を測定するとともに胃内

容物について調査を行った。ニジマスについては年令査定のため採鱗を

行った。

[結果の概要】

１．水温は4.1～１６．０℃の範囲にあり，２～１０，層に水温躍層が形成されていた（表－１）。

２．透明度は1.6～２．８ｍで，前年より低下した（表－２）。

３．ｐＨは６．９４～７．０６の範囲にあり，湖沼における環境基準値（６．５～８．５）を満たしていた

（表－３）。

４．濁度は2.8～２０．５噸／‘の範囲にあった。例年の通り深度が増すにしたがい濁度が高くな

傾向が承られた（表－３）。

５．，．０．は９．１３～１０．１９”／‘の範囲にあった。，.Ｏ・飽和度は，表層から２０ｍまでは

１０１．０～１１２．５％の過飽和で，それ以深では９０％台であった（表－３）。

６．ＣＯＤは０．３１～０．８５”／‘の範囲にあり，湖沼における環境基準値(類型AA，1,12/Z以下）

を満足していた（表－３）。

７．動物プランクトンの沈溌量は0.5～0.7ｍ'，湿重量は８～７４噸の範囲にあった（表－４）。
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無&音低識〃

｛ 鵬部鵬部川

脇部ダム脇部ダム
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⑪
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⑪

◎４◎４ 無&音低

Ｏ理化学的環境鯛査定点

（透明度，水温のみ）

◎理化学的環境調査及び

生物環境調盃定点

←愈族炎源鯛去

〃〃

②一ﾑﾘ←①③①③

I：５０，０００
◎１２３kｍ
－－－

[調査結果登載印刷物等】

なし

図－１調査位置

8．刺し網による漁謹調査を実施したところ，ヒメマス２０尾，イワナ７２尾，ニジマス１２尾

が漁獲された（表－５）。

各魚種の尾叉長の範囲及び平均値は，ヒメマス１６．３～１９．７“（平均１７．９“）菰ワナ12.0

～３４．３ｃｍ2（２１．１”），ニジマス２４．９～５０．６”（平均３５．７”）であった。

9．元年７月２６日にヒメマス稚魚（平均尾叉長8.9cmE，平均体重９．０４１）２万尾をバックウ

ォーター付近に放流した。
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表-1 水温測定結果

単位:'t

水深
定 点 番 号

(m) 1 2 3 4 5 6 7 

。 1 6.0 1 5.3 1 5.9 1 5.9 1 4.6 1 2.2 1 2.5 

1 1 5.9 1 4.9 1 5.1 1 4.8 1 3.8 1 1.9 1 2.3 

2 1 5.8 1 3.1 1 4.0 1 3.1 1 3.2 1 1. 6 1 1.6 

5 9.7 1 0.3 1 0.9 1 0.4 1 0.9 1 0.2 9.8 

1 0 8.0 8. 3 8.4 8. 3 8.4 8.6 8.4 

1 5 7.3 7.4 7. 5 7.4 7.6 7.6 7.6 

20 6.3 6.5 6.7 6.7 6.8 7.3 6.8 

2 5 5.7 5.8 6.0 5.9 6.3 6.5 6. 4 

30 5.4 5.3 5.5 5.7 5.9 6.2 6.3 

3 5 5.0 4.9 5.0 5.4 5.6 6.0 6.3 

4 0 4.8 4.9 5. 1 5.4 5.4 5.6 6.3 

4 5 4.7 4.7 5.3 5.4 5.3 6.3 

5 0 4.6 4.5 5.2 5.3 5.3 6.3 

5 5 4.6 4.8 5.1 5. 3 5.4 

6 0 4.3 4.8 5.0 5.2 

6 5 4.2 4.8 4.9 5.2 

7 0 4.2 4.5 4.8 5. 1 

7 5 4.2 4.5 4.8 5.1 

8 0 4.1 4.5 4.8 5.0 

8 5 4.0 4.8 

9 0 4.0 4.7 

9 5 3.9 4.8 

1 0 0 4. 1 4.8 

表-2 透明度
(m) 

一一
定点番号 元年度 6 3年度

1 2.0 3.0 

2 1.6 3.7 

3 1.8 3.4 

4 1.8 3.6 

5 1.7 3.7 

6 2.0 3.8 

7 2.8 3.7 
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表-3 pH，濁度.0.0.及びCOO測定結果

p H 濁度 D.O. (1119/の D.O.飽和度ゆ) C.O.D. (1119/の

水(深旬。 St.2 St.4 St.6 St.2 St.4 St.6 St.2 St.4 St6 St.2 St.4 St.6 St.2 St.4 St.6 

。6.94 6.98 6.98 3.3 2.8 2.9 9.17 9.13 9.52 111.6 112.5 108.3 0.36. 0.67 0.31 
2 6.95 7.00 7.02 3.1 2.9 2.9 9.39 9.37 9.52 109.0 108.8 106.7 0.36 0.57 0.37 

5 6.96 7.03 7.04 5.0 5.2 3.1 9.80 9.75.9.66 106.6 106.4 104.9 0.37 0.47 0.37 

10 7.02 7.05 7.04 6.1 5.2 4.7 9.93 9.93 9.84 103.0 103.0 102.8 0.54 0.50 0.46 

20 7.03 7.06 7.05 9.1 12.2 14.0 10.19 10.14 10.13 101.0 101.0 102.5 0.68 0.68 0.85 

30 6.98 7.05 7.02 14.2 12.7 11.9 10.15 9.96 9.80 97.8 96.8 96.4 0.60 0.50 0.52 

50 7.01 7.03 7.2 10.0 10.12 9.71 95.3 93.4 0.47 0.60 

75 6.99 7.03 20.5 9.2 10.02 9.85 94.3 94.2 0.57 0.52 

表-4 動物ブランクトン沈澱量及び湿重量

定点番号 沈源~の 湿重量〈吻〉

内
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表-5 魚族資源調査結果

漁 獲 尾 数
回 入網時刻 揚網時刻 反 数

ヒメマス イワナ zジマス その他

平成元年7月25日平成元年7月26日
① 2 
午後 2時50分 午前 8時40分

t 17 t 5 0 J 12 t 0 
同 同

② 3 
午後 3時17分 午前 8時20分

平成元年7月26日 平成元年7月27日
③ 3 3 22 0 0 
午後 3時15分 午前 9時18分

計 20 72 12 。
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（）内は兼務で内数である

1．職員の現員数
(平成２年３月３１日現在）

【平成元年度職員・予算等の概要】

2．職員の配置
(平成２年３月３１日現在）
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庶務課
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庶務課長

主任

主任（兼務）
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区分 場長 次長 課長 船長 機関長主･任 研究員
業務
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計 備考

庶務課

漁業
資源課

水産
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立山丸

はや

つき

１

１

１

１

１
１

１
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１
５
１

１

３
２
１
３

２

２ ５
１

１６
１
５
６
４
３

Ｉ

１

課長

事務取扱(次長）

業務技師は
甲板員

業務技師は
甲板員

計 １ １ ２ ２ １
ｊ
８
ｕ

５ ４ ４ ６
３４
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課 名 職 名 氏 名 備 考

技 術 員 大橋一夫

" 大坪裕之

" 西浦宮幸
漁業資源課

石浦光英" 
" 島倉清弘

" 浜住洋一

水産 増殖課 長 高松賢二郎

主 任 研 究 員 宮崎統五

点F 若林信一

研 究 員 武野泰之

水産増殖課 " 若林 洋

" 藤田大介

。ま や ぜっ き 船 長 関 東雄

主 任 油谷外喜雄

技 術 員 滞井一彦

3. 平成元年度予算

事 業ー 名 予 算 額 備 考

水 産 試 験 場 費 17，996守岡 〈水産試験場費〉

漁業指導調査船立山丸経常費 41，175 

漁 海 況予 報事業 費 1，910 

沿岸漁海況観測事業費 2，787 

沖合漁場開発調査費 5，168 

富山湾固有種生態調査研究費 4，997 

富山湾深海生物調査研究費 4.097 

200カイリ水域内漁業資源委託事業費 2.256 

栽培漁業調査船経常費 9，195 

栽培漁業開発試験費 35.923 

富山湾漁場環境調査費 1，167 

魚 病 対 策 費 3，122 

水産試験場整備改修費 3，578 

計 133.371 

アクアマリン計画調査費等 6，868 〈総 務 費〉

公共用水域水質測定調査費 2，072 〈公害防止費〉

地域特産種増殖技術開発事業費等 19，506 〈水産業振興費)

秋さけ漁業調整対策事業費 1，380 〈漁業調整費〉

魚類雌性・発生試験費 3，188 〈農業改良普及費〉

計 33，014 

総 メ日』 計 166，385 
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